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ラ万分の l地質闘問 状只
設明書 {不

工業技術院地質薪」査所H屈託

)1¥ (旭川一第43競〉

北海道大準教授鈴 木 醇

来者 ー
に1

本闘幅は北海道開設隠並に工業技術院地質読査所の委託によって作製されたもので，

野外訳査には昭和26年 8月初旬より約ラD日を費し，その後の室内作業は北海道大事理墜

部に於て行われた。悶幌中J神居古溜岩尾f及び新第三系の地域に針しては，昭和5年以来

北海道大墜理皐部地質撃銃物準教宗の職員及ひ'翠生により多数の百五査研究が行われてい

るので，それ等の材料も参考とする事とした。備本闘幅に北接する上江丹別闘幅地域と

の連絡に閲しては，北大舟橋三男，木崎甲子郎，魚住』陪の三氏より貴重なる材料の供給

を受け，叉岡幅内宮~査に到しては直接北大鈴木淑夫，藤原哲夫，中村政雄，青山忠男，

山田敬一諸氏の協力を得た。叉特に第三系地区に針しては北大佐々保雄氏より有盆なる

助言を得た。その他第三系地涯に於ては一部分地質該査所逆瀬川浩丸氏の読査資料によ

り，叉火山岩地区に濁しては信i所河野義雄氏より種キ有主主なる助言を得た。上速の諸氏

に針しままに感謝の意を表するものである。

本地質箇偏製作に嘗つては，地理百五査所王室行の 5万分 l地形周旭川145皮[襟JlIJを使

用したが，経度線につき少しく補正を行った。

1.地形及び交通

本間幅は所謂中央北海遣の中央部の梢々間部を占めるもので，悶幅中東部には，中央
~・む い E たん

北海這を時々南北に走る所謂神居古溜襲成平静の一宮干〉及びこれを:貫く火成岩類が露出して

おり，その商都には肢く第三系及ひ'第四来が分布している。但し問中高南端中央部には，

イJレムケツプ火山の北髭の一部を構成する火山岩及び火山昨月毒物よりなる地質が王室主主し
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ている。従って園幅内に於ける地形は上速の援な主要地質の分布に伴って，地域的に各

キ精キ具った特性を示している事が注目される。

国幅東部に分布する神居古湾岩層の地域は他に比して一般に堅固な嬰成岩類より構成

されてし、るので，地形は比較的峻峻で同岩層地帯中には制1居111(799. 2m).常盤山(ラ92.8m)

等を初めとして標高400~600mの壮年期山稜が諸所に見られる。本岩層は肝各キ南北の方

向に延長しているが，これ等を構成する主要なる結晶片岩類は複雑な地質構造を示し摺

曲多く.l!.諸所にドーム又はベースシ構造を示してし、るので，岩層又は片理の走向及び

傾斜は必ずしも一定していなし、。従ってこれ等のつくる山稜の方向も不定である。
えたんべつ

本圃隠中の神居古溜岩層に注入している蛇紋岩には，北接する上江丹別困幅中に存在

する援な走大な岩鐙をなすものは見られず，その多くは比較的小さなレシズ肢をなして

諸所に分布している。ヌド岩石は周圏の嬰或岩類に比して軟弱なるため表土厚く且嵐援性

強く，特殊な地形を示す事が多し、。叉蛇紋岩は長い年月の間に表面に沿って移動する傾

向を有し，これに接する他の岩層上に街き上げた擦な地形を示す事があり， 往今にして

このう震動は現在も筒徐今に継続されている様に見える所も少く ない。例えば紳居古濫騨

西方数十米の地E誌に蛇紋岩践を;貫く極めて鎮L、銀道の墜道があるが，明治32年着工後岩

設が移動し，路線安定までに非常な苦心と時聞を要したと{事えられてし、る。紳居古海字詰

北西隅に露出する トロシエム岩の地域は，同岩表面の岩質が粗粒で般壊性に2言むため地

形は比較的ゆるやかである。

市中居古J草壁警戒帯とその西部に民く分布する新第三系とは断層又は不整合にて主義してお

り，この境界線を挟む雨者の聞には地形上可.!lXりの差異が認められる。iJIi述の如く市中居

古滋岩局地帯は比較的念、峻で高度も精今大であるが，新第三系の地域は概して11h、丘陵

地を示し，圏幅中央北部附近に局所的に 300mを越す部分があるのみで，他には百数十

米内外の起伏が蹟く分布しているに過ぎなし、。本国幅中に分布する新第三系は不整合に

て柑接する川端居と瀧)11麿とに大別出来るが.300mを越す地形は大程前者の地域中に存

し，瀧川暦の地域はfまい丘陵を示しているo

向川端居は著しい念傾斜或は宿泊を示しているのに釣し，瀧川暦は比較的ゆるい傾斜

を示しているので，この執も不整合雨側に於て多少の地形上の差異を示す事が認められ

る。
うり ~þ 守

これ等新第三系の地域は石狩川，雨龍川及びこれ等の支流により著しし、制腐作用を受
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けている。これ等の流絡は第三系の構造と直接の関係を示していないが，雨龍川のー支

洗多度志川は数kmの間川端!否と瀧川麿との隙境界線に沿って西流しこれl'ζ沿し、rtJlkm 

内外の沖積層の平地が・2主主主している。

新第三系地域中には諸所に鮮新世末期に噴出したと思、われる撒撹石玄武岩の小露出が

あり ，そのF付近は1瓦上部の闘し、小隆起を示し主主か遠方よりもこれを認める事が出来る。闘

幅中矢部のタプコップ山 (313.2m)，その間々南 lkmの国山(114m)及びイ Jレムケツプ

西北陸の稲見山 (140m)等はその例でゐる。

国個中央南部はイlレムケツプ火山の北磁の一部によって占められてし、る。同火山は南
おきり治・h

北12km内外，東関16km内外で現在中央部イルムケツプ山 (365m)，i中里河山(302m)，

雪江山 (796m)等800m内外の高地を有する梢叫需1卒aの圏錐形火山で活動休止後解析が

著しく進み500'--'600 m附近を境としその上部は念で、あるが，それ以下は崖錐性叉は扇l伏

地性鼠援物に蔽わïtL1~めてゆるやかで中央部よりは四方に向って放射;伏に小渓谷が室主主主

している。イ Jレムケツブ火山の本設の大部分は南接する歌志内閣幅中に存在しているの

で，本間隔には5JOm以下の北麓の一部が見られるのみである。上部には安山岩質熔岩

を主とする部分が存在するが200~400m以下には火山降屑物及rfその崩壊物が民く分布

し，その内に多数の放射j伏の渓谷が主主達してし、る。f，'.J東北麓には安山岩を主とする西北

一東南に延びた小丘陵が存在している。その延長はその東北部を走る断層と師向三行して

L 、る。

闘幅中石狩JI!'雨龍川及びそれ等の支流に沿っては，第四系に属する平地が王室主主して

いる。特に石狩川が申\i居古湾吹谷を出ると同時にその両岸に/ffi大な~f-Þ也が開き始め所謂

石狩平原の東端をなしてし、る。この事賓は紳居古穏岩層と新第三系岩層とが河川の侵蝕

に到する抵抗に於て如何に大なる差異があるかを物語っている。

平坦地を構成する地暦は1*積層及び洪積層に大別される。沖積層よりなる平地は石狩
川及び雨龍川lこ沿って最も蹟く，石狩川北側の部分は悶帽の東端部に於ては海抜30m内

外であるが，西端部では45m内外で商に向って多少の傾斜を示している。叉その聞にも

多少の起伏があるので石狩川は著しく屈曲し典型的の蛇行性流路を示してし、る。洪積層

よりなる部分は主として新第三系よりなる丘陵地の周溢及びイ lレムケツプ火山キ麓に沿

って霊堂濯し沖積層の平地よりラ ~40mの高度を占め，部分的に 2~3段の段丘を示す事

もあるが， jr11積地より徐今に高度を高め叉崖錐性或は扇状性堆積物と混じて，沖積層，
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新第三系或は火山昨屑物等と地形的に判然たる境界を示さない部分も少くない。

ヌド悶隠南丘}三部を複雑なる属的を示しつつ西方に向って流下してし、る石狩川はその訴を

石狩岳に主主し十勝・北見の圏境に漣る諸山肱より設する渓流を集め，層雲l狭附近一帯の

険峻なる峡谷を縫うこと 103km，上川平野に出で旭川附近にて牛朱別，史、J.l1J，美談の支

川を合せて紳居古湾の峡谷に入り山聞を流れる事約lOkm，紳居古湾騨の凶方牛kmにて

石狩不野に入り複雑な蛇行をつづけて闘幅外に統れ去るものである。市中居古湾岩層は中

央北海道を賂南北に長く延長しているが， 紳居古湾映宇干の如く ，大きな河川によって完

全に横切られている場所は道内の他の地域には見られなし、。従って同峡谷は地質皐上種

々興味ある問題を提供して居る。同~炭谷に於て石狩川は~~豊としてすべての岩層叉は岩

居中の片理を横切って流下してし、る援に見えるが，峡谷に沿う岩居中には複雑なドーム

又はベースシ構造を示す部分があり河川の流路が局所的に岩層叉は片理の走向に時:Lj王行

している部分が少く ない事は注目すべきである。渓谷中石狩川は現河床より可E走り上部

を流れたー形跡があり河岸20m以上の所に奮河成際居の存する事がある。古L、時代上川.zp.

野に湖の榛にただえていた水が柿居古;草地域の瀧の返却によって現;汰に玉三ったと考える

人もある。

紳居古酒峡谷を出で石狩:>f-野に入った石狩川は本闘幌中では常時 2~3 mの水深を示

してゆるやかな流水を示し特に資川町南方に於ては蛇行の好例を示しており， 曲流の著

しい部分に於ては諸所に宇月湖を去している。附近の平地は地味肥沃で新地良く聞け有

名な米蓬地として知られている。 l戦木地主主の石j引11は7Jd量に比して河道断面積狭小で，

洪水時には往々流水の疏通を阻害し，沿岸に氾濫する事があるが，下流の新放水路及び

堤防の完或により被害程度は漸次緩和されつつある。

闘幅gEj北隅多度志村附近を流れる雨龍川は石狩川の一大支、流で石狩園北端山地に淑を
ピ、ゼ もし

議して南流し妹背牛南部にて石狩川に合流するものである。本河川の流域にも第四系の

平地が檎々蹟く設蓬しているo俗本河川及びその支流は特に蛇紋岩地帯を流下する事が

多L、のでそれ等の沖積堆積物中に多量の砂クロぶ及ひe砂白金を含有している事は有名で

ある。

本問幅地域内の交通については，石狩川の北{llilに函館本線が走り ，その内には商より

深川，納内，神居古:軍の三号車がある。深川騨よりは北方名寄町に至る深名線及び西方

'a耳目市に玉三る留耳目線が分l反しており ，深名線の多度志号事は本開協中にある。f!，i紳居T生産
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岩層地械を除いた他1也械では，第四系の平地はもとより， 新第三系地域，イJレムケツプ

山麓等には蓮路護蓬し，交通は極めて至便である。

II.地質概説

*岡幅内を構成する地質は，その性質より見て11-との4つの車f立に大別する事が出来

る。 (1)紳居古溜岩層及びこれに仲う火民;岩類. (2)新第三系及lfこれに伴う玄武

岩. (3)イルムケツプ火山を構成する火山岩及び火山昨屑物，及び (4)第四系。

これ等四つの系統は，これ等を構成する岩石.T也質構造及びそれ等の生成時期等に於

て各h全く具り岡幅内に於ても各h劃]然とした分布を示している。紳居ï:!1~立岩!菅と新第

三系との闘係に到して本闘幅に北接する上江丹別岡幅地岐に於ては，それ等の聞に白翠

系及び古第三系を爽み，叉南接する致志内閲傾地域に於ては古第三系が分布しているが，

本悶隔地域内にはこれ等問者を欠き，市申居r5"i1¥i岩層と新第三系とは不盛合又は断層で直

接している。

紳居古E堅持は中央北海道に於て，北見天腫図境より 臼高にかけて師事々南北に延びた岩

層で，ヌド闘縞中にはその中央部の簡の一部が含まれているに遁ぎないが，紳居占E里峡谷

にはその代表的露出があり古くより多くの人々の注目を号!¥，、ていたので「利l居古湾岩層」

〈或は一系，一帯，一挺成岩類等〉 の名様は同峡谷に悶んで附せられたもので‘ある。本岩

層を構成する主主さなる岩石の暦序及び生成時期にっし、ては寝かでなく，他地域に於ける

霊童扶より推して所謂日高岩暦と共に翠に先白翠紀と見倣されてし、るものである。 従って

本岩層は本闘幅内に於ては泉底をなす最も古い岩層である。本岩層は全校として比較的

i湿し、霊堂氏作用を受けて生じた結晶片岩類を主鵠とし摺曲と断層とにより複雑な地質構造

を示している。叉これ等結晶片岩中には言者所に蛇紋岩，優白岩等の火成岩類がFt入して

おり，特に蛇紋岩に主主する宮市分は著しい接続愛成作用を蒙り ，局所的に特殊の袋、成岩を

生じている。これ等科1居古溜岩層の受けた動力嬰成作用，構造ー運動，火成活動毎?の影響ー

は新第三系機首以前jにすへて完了したものである。

新第三系は紳居古葎岩層と髭rr足f又は不整合にて接してその西側にE仏、分布を示し，闘

中央南部でーはイ Jレムケツプ火山の慕1哀をなしている。ヌドヲ宗は中新↑止に臨する川端!替とこ
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れを不競合に蔽う鮮新|住に闘する瀧川底の|荷}奇に大別される。 川端暦は柑蛍}否と共に，

北海道各地に主主主主する新第三系中最も著しい分布を示すもので主に砂岩，i尼岩或はそれ

等の互麿I:I~に磯岩層及び含化石庭を爽むi~ì侮叉は瀕海惟積物よりなっている。 イtW也城の

相蛍}習中には伎h合炭層叉は合i'tn暦が存在し，叉火山岩及び火山伴屑岩と共に金殴銭床
を目玉胎している事もあるが，本地主党中の川端居中にはこれ等について見るべきものが無

七、。木岩層の岩石中には部分的に結晶片岩，蛇紋岩士事の破片を多量に含む所がありかか

る所を流下する河川の沖積物中には往々少量の砂クロム及び砂白金を産する事がある。

川端暦の上に斜交不整合をなして堆積した瀧川唐は本闘幅中に粉々院し、分布を示すも

ので，瀧川町東方の窓知川沿岸の襟式地のものと共に石狩平野の周遊にまま地獄に分布す

るものの一部をなしている。これと同様の地層は雨龍川の上洗にも分布しているが，北

海道内に於ける同位唐の分布は前述の川端暦及びその相首暦に比して左程著しくない。

他地城の瀧川暦中には褐茨を挟む事があるが，本地域中の同居には部分的に少量の堤木，

茨化物叉は植物化石を含むのみで，良質の褐茨暦は見られなし、。

イJレムケツプ火山は古第三系及び新第三系を基底とするもので，恐らく他の多くの火
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t11と同様に洪積|止の生成にかかるものと思われる。本火山は極めて古く活動を終止した

奮火山でその後著しく jg'1析が準んだため頂上部は破獲され， 山主主部は厚い崩壊物によ り

蔽われその正弘二な原形を推定する事は困難なJ状態にある。 本火山の主践は所謂新期安山

岩質熔岩及び火山砕暦物より構成されているが，熔岩中に角閃石を含むものの多L、事を

特徴としている。本火山はその形態，熔岩の性質，地帯構造上の位置より見て，道内の

如何なる火山系統に属するものであるか未だ容かでなL、。

第四紀に入り石狩川，雨龍川及びそれ等の支流の侵蝕は釜h盛んとなり，特に侵蝕に

弱L、新第三系地域は著しく創られ，それと同時に洪積層号|つづいて沖積層の堆積が行わ

れて今日に至っている。これ等の堆積物は，砂，務i尼，磯等よりなっており局所的に泥

茨暦を含む事も認められるが，上述雨川とも堆積物中に多量;の火山岩瓶の磯を混じてい

る事は，これ等が遠く上川山地或は石狩・天盤園境地域より運ばれて来たものである事

を示してし、る。又これ等の河川に沿う沖積層中に梢々多量の砂クロム，砂白金~;を含ん

でいる事はこれ等が上流に於て蛇紋岩盤，或は蛇紋岩質版獲物を材料の一部として栓積

した第三系の地械を貫流した事を物語ってしら。石狩川河口に略身近い札幌市附近の土

壊中に藍閃石が含まれてレる事は古く中尾清臓により報ぜられた所であって，同銀物は

紳居古i璃炭谷，雨龍川中流幌加内附近及び上江丹別附近等の特産でjoるから，これ等は

明かに石狩川により 100km以上の距離を運ばれたもので河川の侵蝕力と運搬力の大な

る事を示している。

III.神居古揮岩層

1.概説

紳居古潔岩層は北海道背梁山除の間側に間各キ南北に延長して不規則な帯状をなして分

布するもので，背梁山駄を構成する所謂日高帯との聞には常に白要系その他の岩層を

爽み，これ等雨帯が直接する所は見られなし、。木岩暦は北は天堕北見園境より南は日高

に至る間諸所に露出しているが，特に石狩川中、流紳居古画決谷はその擦式的蓬地である

ので，同峡谷に因んで科1居古湾なる名稽が輿えられている。同1炭谷附近に見られる厚い

岩腔は北方の雨龍山地を経て天殿山駄に延び，南方は直接夕張山肱に連続するもので
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ある。

古くB.S. Lyman (1877)は全北海道の地質悶及び地質報文を構成するに嘗り[利l居

古滋石暦 (Kamuikotangroup)Jなる名穏を用いたが，これには脊梁山除に沿って産出

する花騎岩質岩石その他各種の岩石をもその内に含有せしめており，~今考えられつつ

あるものとは著しくその内容を異にするものである。その後神保小虎 (1890)は北海道

の地質を綜合した際本!をを三波川系，御荷鉾系及び秩父系等に鈎比して論じている。筆

者 (1934)は聖書或岩類を主鐙とする本岩暦に到し，暦(立事的位置の確定されるまで暫定

的に[紳居古湾系」と命名したが，更に諾所の探査が準むに従いこの内には種hの時代

の札I唐がー絡に霊堂成された疑が存在するので，判然たる時代的の意義を拾て，その後

(1944)これに針 し [神居古湾岩類j なる名指専を.FFJ~ 、る事がより麹嘗である事を述べた。

近年 (1951)舟橋三男及び橋本誠二は脊梁山駄に沿う地帯の詳細なる訳査を行った結果

本岩暦を所謂日高迭山運動に到しi'IIJ綴の街上的なー特殊柑をなすものと見倣し，日高平誌

に密接な関係をもっ終迭轄として「紳居古主主格Jなる名絡を用いている。

ヌド報文に於ては岩石の分布，排列等を記述する必要があるので[紳唐古滋岩層jなる

名橋を用いたが， 北海道全盤に訴しては分布上，上記の構造上の一軍{立たる神居古蕊帯と

一致するものである。 f車内に民く分布する本岩層を通覧するのにその内に含まれる特殊

岩石の層位的な位置とその一部から蓬する腕足類， 7K蛇類，!111l瑚虫類等の化石より ，恐

らくその一部はジ、ユラ紀に属するものと考えられるが，上下の地層とのlE.しし、協係は未

詳で，現今は全畿として先白翠系として取扱われている。

本岩層は騒L、動力豊Z4或作用を受けて生じた結晶片岩類及び片J伏岩を主践とする厚庭

で，同童書或作用縫績中或はその直後に注入したと恩われる超鴎慕性裁は賠訴性火成岩が

言者所に介在している。これ等の火成岩のために接続作用を受け，局所的に交代作用を蒙

った部分には極めて複雑な成分を有する特殊の嬰成岩が室主主主している。

本岩唐は総色片岩汲び黒色片岩を主とし，部分的に珪岩，千枚岩， !墜砕岩，結品質石

1J<.岩等を爽み，且級色片岩中には賛成程度のilh、降級岩及び臨株主語友岩を含む事が認め

られる。

本岩層の襟式的露出を示す市¥1居古滋挟谷に於ける岩石の分布j民態を見るのにそれ生寺;は

大陸問書南北に走る次の三平告に大別する事が出来る。
いのう

1. 東部級色片岩精一伊納曜の東方30m伊納川上
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平静で，緑色片岩を主とし，その内に巾数mより最大巾 500mに及ぶ多数の珪岩又は珪質

片岩を介在し，叉多毅の蛇紋岩及び甑MJ長岩が註入してし、る。;;$:岩半告は北は旭川市西の鷹

栖山地，南は美瑛山地に漣るもので本闘幅内には露出していなし、。

2. 中部紫色珪質片岩帯一東部総色片岩の西端より春志内の商都 Jkmの地喜誌に至る

rtJ 4~6 km の岩手詰で黒色珪質片岩を主としその内に黒色千枚岩 . !墜{芹砂岩，級色片

岩，赤色珪岩，少量の石友岩等ーを爽み， 叉多量の蛇紋岩及び少量の輝総岩によ り貨かれ

ている。本岩は北は江丹別地域，南は市1¥1居山東部に延びるものである。

3. 西部緑色片岩特一本岩宇佐は上記の黒色珪質片岩の割に接し略南北に延長している

が，その西側が断定fにて新第三系と接しているため南部の紳居山附廷にては巾4kmに

も及んでし、るが， 紳居古湾出E長谷にては巾 Jkm.更に北部多茂吉川上流右股にて尖滅し

ている。然し北部の雨龍川の支流幌内川以北にては再びrtJ3km 以上のものが露出して

いる。本岩帯は殆ど緑色片岩よりなり，極めて少量の珪質岩と石友岩を爽在しているに

遁ぎなし、。 但し多量の蛇紋岩盤が貫入している事は上述二岩手告と同様でらる。

以上越へた三岩帯は大世南北乃至北尋問の方向を示し，その内の岩見言及びそれ等の片

理の走向は時岩糟の延長方向と一致してし、るが，摺曲著しし、ため傾斜の方向は一定では

ない。fi，J所キに聞各キ南北に延びた大規模な ドーム叉はベ{スシ構造が主主蓬しているので

その部分に於ては走向が南北より東聞方向にまで鐙じている。それら岩麿中には多数の

断層も存在する事が認められる。この様に岩層全世が非常に複雑な構造を示しているの

で岩麿内の賭序，上下関係，針比等は間難で，各層の厚さも未だ明かでなし、。従って西

部及び東部の紙色片岩帯相互の関係も不明である。 中央黒色珪質片岩 と í~~色片岩との接

鯛は漸移的で見懸け上前者は後者の下伎を占める撲でらが.IE確な暦序は不明である。

これ等各岩居中には後次の遊入にかかる多数の蛇紋岩鵠ーが存在している事が特徴でみ

る。本関幅中には北接する上江丹別間隔中に見られる様なrtJJOkm以上に及ぶ大なる岩

組の存在は見られなし、が，紳居古酒!炭谷附近及びその南部一帯には巾数m乃至ラOOm，

長さ数JOml~至 2km 以上のレンズJ伏を示した無数の岩鐙が， 紘色片場又は黒色珪質片

岩の延長方向と問弁キ平行して遊入している事が認められる。ここに注閉すべき事は蛇紋

岩が総色片岩又は珪質片岩に接腐した部分に於ては， 往キtとして種々の交代作用が行わ

れ曹長石，藍閃石，青閃石，曹関石，エヂlレ鏡石その他の鉱物を含む特刻、の岩相が主主主主

してし、る事である。
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本悶個中に露出する紳居湾岩層の岩石を岩質並びに董J伏より大別すれば次の如くで

ある。 (A):自主，珪禁質及び石友質岩石類， (B)盟副主岩石類， (C)蛇紋岩注入の影響

によって生じた特殊鑓成岩類。

向これ等各岩石類を構成倣物及び構造より更に細別すれば次の様に分類する事が出来

る。

本画幅内紳居古;璽岩屋中の岩石の種類

~ A) 珪質，f童書室質及び石茨質岩石類

( 1 ) 紫色石英片岩 (Blackquartz schist) 

(2) 絹雲母・石英片岩 (Sericitequartz schist) 

くわ紘1尼石 ・絹雲母・曹長石 ・石英片岩 ¥Chloritesericite albite quartz schist) 

(4) 角閃石 ・石英片岩 (Hornblendequartz schisl) 

〈ラ〉 珪岩 (Quartzite)

(6) 含放散虫チャート(Radiolarianchert) 

(7) 黒色千枚岩 (Blackphyllite) 

(8) 盤情5嬰或岩 (Mylonite)

(9) 石;;x質石英片岩 (Calcareousquartz schist) 

(10) 結品質石友岩 (Crystallinelimestone) 

(B) 筆基性岩石類、

( 1 ) ま車線片岩 (Diabaseschist) 

(2) 片J決起磁気凝友岩 (Schistoseschalstein) 

(3) 級熊石 ・総泥片岩 (Epidotechlorite schist) 

{C) 火成岩透入の影響によって生じた特殊嬰成岩類

(a) 珪質片岩類 (Siliceousschists) 

(1 ) 蕊|対石~曹長石 ・石英片岩 (Glaucophanealbite quartz schist) 

(2 ) 含エヂノレ輝石-E5閃石.Wi長石・石英片岩 (Aegirineaugite-bearing 

glaucophane albite quartz schist) 

(3) 曹関石柿・首長石・石英片岩 (Riebeckitealbite quartz schist) 

特産閃石 (Glaucophane)は一部背閃石 (Crossite)により代表されているo
H 曹閃石 (Riebeckite)は一部曹針閃石 (Crocidolite)こより代表される。
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(4) 含柘繍石・曹関石・首長石・石英片岩 (Garnet-eearingrieeeckite albite 

quartz schist) 

(5) 含エヂリシ輝石・曹関石・曹長石・石英片岩 (Aegirineaugite.-bearin足

riebeckite albite quartz schist) 

(6) 黒雲母ホルシフエルス (Biotitehornfels1 

(b)輝緑岩質鑓成岩類 (Diabasicmetamorphics) 

( 1 ) 含~ii.閃石輝総片岩 (Glaucophane-bearing diabase schist) 

(2 ) 含藍閃石片;伏輝総岩 (Glaucophanebearing schistose diabase) 

(3) 含蕊閃石片j伏也知凝友岩 (Glaucophane-eearingschistose schalstein) 

げ〉 含エヂ、ル輝石輝総片岩 (Aegirineaugite-eearing diabase schist) 

(5) 含エヂル輝石及ひ官関石輝総片岩 (Aegirineaugite-and glaucophane-

bearing diabase schist) 

(6) 含スチJレプノメレーン及び鷲閃石輝総片岩 (Stilpnomelane-andglauco-

phane-bearing diabase schist) 

(c)緑泥片岩類 (Chloriteschists) 

( 1 ) 角閃石・緑泥片岩 (Hornblendechorite schist) 

(2 ) 含スチlレプノメレーシ・最長泥片岩 (Stilpnorr.elane-eearingchlorite schist) 

(3) 含スチlレフ。ノメレ F シ・曹長石・線飯石・総泥片岩 (Stilpnomelane-bearing 

albite epidote chlorite schist) 

(d) 角関片岩及び角関岩 (Amphiboleschists and amphibolites) 

(1) 習長石・角閃片岩 (Albiteamphibole schist) 

(2) Mk泥石・角閃片岩 (Chloriteamphibole schist) 

(3) 緑泥石・陽起石片岩 (Ch!oriteactinolite schist) 

(4 )角閃岩 (Amphibolite)

(5) 含藍閃石 ・角閃岩 (Glaucophane-eea，ingamphibolite) 
(6) 合潟石及びエヂリシ輝石・角閃石、(Sphene-andaegirine augite-tearing 

amphibolite) 

(e)藍関片岩類 (Glaucophaneschists) 

( 1 )紋飯石・曹長石・藍閃片岩 (Chloritealbite glaucophane schist) 
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(2) 含スチルプノメレーン・総費量石・絹雲母 ・藍閃片岩 (StiJpnomelane-bearing

epidote sericite glaucophane schist) 

(3) 合エヂリシ輝石 ・曹長石.~!f.閃片岩 (Aegirine augite-bearing albite glau. 

cophane schist) 

(4) 含ロ 戸ソシ石及び柘栂石・ヱヂリシ輝石・藍閃片岩 (Lawsonite-andgar-

net-bearing aegirine augite glaucophane schist) (本岩は特にパンベリ F

石 (Pumpel1yite)の駄により貰かれて居る〉

以上は本悶幅内に露出する桝l居古湾岩層の芸11本をなす岩石及びそれ等が蛇紋岩遊入の

影響を受けて更に多元的鑓成作用を蒙った岩石を表記したものであるが，これ等相互の

聞が比較的確然と直別されるものと，徐キに漸移するものとある。これ等を通覧すると

例えば蕊閃石は珪質臨来性雨岩中に生じて居るのに到し，曹閃石は常v;乙珪質岩中にのみ

生成されで居る事は注目すべきである。首閃石と~~閃石とが同一岩石中に共存する事は

未だ知られない。筒他地域糾1居i5i翠岩暦よりは紅熊石 (Piedmontite)を含む石英片岩，

磁鍛錨及び柘繍石を主健とする岩石，角撲を含む臨総片岩等特殊の岩石が知られて居る

が，本地域よりは未だこれ等は知られて居なし、。

叉利1居古滋岩層の岩石特に蛇紋岩に接する附;庄の岩石は種々の欽物のi初日永に:賢かれて

居るのが常である。鉱物日永として蓬出する主なるものは石英，総熊石，彩'1<泥石，方解石，

寂石，苫友石， ~弗石等であるが精特殊のものとしてはパシペリ ー石 (PumpeIlyite)，曹

友針石 (Pectolite)等である。

2. 岩石各論

A !圭質， 1主毒事質及び石友質岩石類

黒色石英片岩一本間幅中に分布する紳居古溜岩居中最もE置い面積を示めるもので，そ

の内には諾所に綴色片岩，総色石英片岩，珪岩，千枚岩，監碍岩等の岩層を介在するも

のである。*黒色の岩石で片理に'嘉み著しい稽曲を示す部分がある。

成分:石英〉炭質物>絹雲母>斜長石。この外に少量;の線泥石，方解石等を含んで居

る。主成分をなす石英はO.05mm内外の微粒の集合をなし，波紋消光を示すものも少く

ない。斜長石は曹長石の性質を帯びた微粒で石英と組合って差する。

絹雲母石英片岩ー黒色石英片岩叉t工務色片岩中に暦;伏をなしその性質は黒色石英片岩
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之殆ど同じであるが茨質物を欠き友白色を示す事を特徴とする。本岩の一部には手自身多

量の線泥石及び線費量石叉は淡緑色の車問し、角閃石柱を含む帯緑色のものも見られる。

珪岩-tJ(白色乃至赤褐色を示すもので，隣接する旭川園幅，上江丹別園幅中には厚唐

として著しい分布を示して居るが木地域内には一主として赤色珪岩が巾数mの滞賭をなし

て紫色石英片岩中に介在して居る。幽かな紛U~里国を示し ， 巾 lmm以下の石英除に:貫通

されて居る。成分:石英〉黒褐色不透明物及び芳、鍛鏑>絹雲母。外に小量の級熊石，緑

泥石等を含む事がある。石英はO.05mm以下の細粒よりなり多く は波紋消光を示す。

含放散虫チャート一本地域北部の赤色珪岩の一部を占め少量産出する。鑓質程度少く

Cenosphaera sp. Tricolocα.psαsp. Dictyomitra sp.等を含有して居る。これと同様の

ものは旭川闘幅鷹栖村方面に多量に輩出して居る。

千枚岩及び墜砕富樫成岩ーこれ等雨岩は相接して差する事が多く これ等悶者は中部黒色

珪質岩帯の東部伊納附廷に厚麿をなして南北に走って居るが，本地域内にては黒色石英

片岩中諸所に滞唐をなして居る。 千枚岩は石英と絹雲母の微晶の集合よりなる 片紋岩

で，盤砕岩は周溢の墜拝された石英及び斜長石粒の聞を再結晶作用で、生じた石英片岩質

の石f.I~で充:rl足して居る。

結品質右茨岩一本岩は紳居橋下の緑色片岩中叉は級色片岩と珪質片岩との聞に薄唐を

なして居る。友白色ii:!!l粒で多少片理があり著しく福曲して居る。方解石を多量に含む石

友質石英片岩の湾唐は春志内附近の黒色石英片岩中に介在して居る。

以上に砂fナ王各種の岩石はその性質及び麓7状より見て何れも7k成岩類利息、動力喜善成

作用により箆じたものと見るのが麹蛍であろう。

B 笈基性岩石類

輝繰片岩一盟主宅性岩石類中には一般に総色岩類と橋せられるものの大部分が含まれて

居るもので，これ等は神居古湾岩唐中に於て黒色珪質片岩とともに重要な一員をなして

居る。特にま車線片岩はその内に大きな位置を占めるもので， 本圃幅内に於てもf1li1，、分布

を示して居る。輝総片岩とはま副長岩及び輝総凝次岩等が精fまい動力鑓成作用を受けて生

じた片献を示す岩石の徳橋であって，再結晶鎖物の集合したものの内に部分により原岩

中の輝石時には輝石と斜長石の主主品を含み，叉稀に原岩中の輝総岩的機迭を示したもの

も認められる。本国幅内には未だ知られて居なし、が， 他地域では輝総岩質の小岩塊を含

んだ角線質叉は集塊質の岩相も含まれて居る。輝総片岩の代表的のものは紳居古滋騨附
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近より春志内方面に至る石狩川沿岸にE置く分布する暗線乃至淡線色激密で幽かに片理を

示した岩石で，成分は総泥石，曹長石，角閃石，級飯石等に混じて輝石の残留結品を精

身多量に含むものでらる。再結晶作用による鉱物はし、づれも O.5mm以下の納粒で角閃

石は淡緑色の陽起石に類するもので，叉曹長石は黙紋を示す援な大きなものは見られな

い。輝石の残品はO仇 1.0mmの形朕不定の細粒で淡寅~鰍で、今=530::t ，時に淡紫

色を示し微量のチタシを含有する事を示すものもある。本岩中には所により方解石英他

により充演された杏仁駅構造を示す所もある。紳居古湾騨春志内聞の代表的岩石の代鐸

成分は衣の如くである。

SiO。 Ti02 Al，03 Fe，03 FeO MnO MgO 
50.83 0.75 13.29 1.67 8.60 0.23 8.78 

CaO Na，O K.O P，05 1 g. 1055 Total 
8.99 3.62 0.38 tr 3.04 100.28 

ま車紋片岩，石狩図上川l君iゆit唐古i淳一泰志内問産 〈金成明分析〉

片扶輝緑凝茨岩一本岩は他地域の紳居古湾岩麿中には相嘗厚麿をなして産する事がら

るが，図幅中にては黒色石英片岩中にレシズ欣をなして蓬するものが多し、。外見粉存輝

総片岩に似て居るが，片理に乏しく，晴元、紫色を示す部分主互暦する事があり叉鏡下で

は再結品鎖物少く，輝石の互主品多く時に汚染した斜長石を含み全鐙として火成符暦!伏の

構造を示す事を特徴として居る。

緑~石緑泥片岩ー緑色片岩幣の一部又は黒色石英片岩中に滞屠として霊童する岩石で，

輝総片岩に見る如き輝石の獲晶を含まず，全部再結晶作用によって生じた線泥石，線傑石

を主盟として少量の首長石，陽起石賀角閃石を含有するものである。一般に片理は柏、々

著しし、。臨線片岩に漸移し野外にてこれ等の区別は閤難である。以上各種の輝総岩質岩

石はいづれも線簾石，総泥石，曹長石，石英等の細除で貫かれて居る場合が多L、。

C 火成岩透入の影響によって生じた特殊製成岩類

岩石中の特殊鏡物

紳居古滋岩尾fが蛇紋岩の遊入を受けた場合その接縞部に生じた特殊鑓成岩中には種キ

興味ある鎖物が含まれて居る。これ等の銭物の内曹長石，~閃石，エヂ リシ輝石英他の

如く曹濯を含む鉱物が多く含まれて居る事は蛇紋岩遊入に際して曹濯に富む上昇浴液に
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よって交代作用が行われた事を物語って居るo これ等特殊銭物の種hの組合せによって
ぷ理一

生じた特殊岩石を記載する前に共通に含まれる鍍物の性質について述べる事とする。

曹長石(Albiteト曹長石は軍なる動力重量成作用によって生じた神居古湾岩府中のE規

の結品片岩中にも小粒として含まれて居るが，蛇紋岩に接縞する部分には柏、身大粒のも

のが多量に含まれる事がある。

本長石は新鮮無色で，時にアルバイ ト双晶を示すが，累帯構造は殆ど認められなし、。

成分は Ab96内外のものが最も多L、。

緑色角閃右 (Greenhornblende)一線色角閃石は級泥石と共に一般の紘色片岩中

に含まれるものもあるが，蛇紋岩t豊附近のものには波紋乃至背総色のものが多量に集合

して角閃片岩又は角閃岩を構成する事がらる。青色を帯びるものは叢閃石分子を含むも

のと息われる。

八
柱獄:巾長さ不定，光刺l面〆 (010)，c" Z =3~40 ， 多色性 x=君主黄色， y=晴黄線色白

Z=階級青色， Y註Z~x ， ll¥ =1.651~1.677，山= 1 .658~1 . 687. 

藍閃石 (Glaucophane)一珪質片岩にも級色片岩中にも生じて居るのでその分布は

民く且性質も多種である。一般に柱状:rt 0. 1 へ-0.3mm，長さ0.5~ 1 .0mm. 1コ=y，

光科l函〆 (QIO)， c八Z=5~ 1 40 ， (ー)2V= 10~40o 多色性 x=淡黄蓋色， y=  
淡育室色=淡草色， Z=育~波青色，X<Y<Z ，ll¥ = 1 .65 1~ 1. 666 ， ll2 =1.659~1.669. 

ll，-ll，=0.018，ρ>ν. 

膏閃石 (Crossite)-iMi.閃石と殆ど同擦の差以を示し外観のみでは区別するを得な

八い。 b=Z，光刺l面上(010)，c' 'Y = 18~20o ， ( 一 )2 V=45~500 ， X=黄蓋色， Y=  

波青色， Z=翠色， X<Y>Z. ll\=1. 658~ 1 .666 ， ll2 =1.662~1.672 ， ll，-ll¥=O.O. 

18， P<ν. 

警閃石 (Riebeckite)ー藍関石と異り珪質片岩中のみに輩出する事は注目すべきで

ある。長柱駄 :巾 0 ・ 1~0.2mm，長 0.5~3mm ・ b=Y ，光紺JiTIi〆 (010) ， c八X=0~80 ， .
〈 ー )2 V=50~750 ， X=波青色~晴青色， Y=友蓋青色，Z=淡業褐色， X>Y>Z. 

ll， = 1. 678~1 .699， ll， = 1. 683~1 .705， ll2-ll， =0 .023~0.025ρ〉 ν.

曹針閃右 (Crocidolite)ー曹関石と殆ど同様の童扶を示して居る。繊維j伏:0.01 X 

〈
lmm.lコ=y，光軌面〆(010)，・c'' X=0~20o，多色性曹閃石と殆ど同じ。 III = 1 .70(} 

~1 .706 ll2 = 1.712~1 . 719 ll2 -lll =0 .023 
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エヂリン輝石 (Aegirineallgite)ー常に微量であるが東閃石，曹関石得ーと共生して

居る。丸味を幣ひ1ニ照柱Ji:k:0.3~lm!T'. ， 光軌lm.〆 ρ 1 0) .， c八X=380，(ー)2V=70o:r. 
X=車線色~淡青*Ik色， y=淡黄褐色，z =淡黄線色，累帯構法あり。部分により波紋

消光を示す。n= 1.7以上で複毘折は曹関石より高し、。

根石 (Titanite)一分布が隣いが，特に蛇紋岩謹に近き部分に多L、。正しし、結晶叉は

芦L味ある粒獄，0.3~ I .Omm ， 局所的に集合する事あ り。

初}石 (Garnet)一分布は比較的限られる。 E5関片岩中にエヂ リシ輝石と共生する

事がある。等方鐙，不規則な粒紋，0.7mm以下，淡桃色，光皐異常は示さなし、。

ローソン石 (Lawsonite)一神居古湾春志内に於て1938年本邦で初めて主主見され英

後各所よりも知られるに至ったが常に東閃石と共生して差する。 卓!伏結晶 0.2xO.5

mm，勢開(010)(100)完全，(001) :不お全，光刺I面〆(010)，C+)2 V=840，無色，双品

あり。αD=I.665，fJD=I.67I， rD=I.684. 

パンペリー石 (Pumpellyitei一浩岩鎖物ではないが春志内のロ F ソシ石及び麗閃

石を含む岩石中に巾 1~5mm の肱として知られている。 巾は岩石の片理に不行叉はこ

れを段く。 恐らく b ~油に延長 ， b=Y，光軸商ム結晶の長径，( +):! V = 3r ，αD=I.685， 

8D=I.638， 'D= 1. 693. 幽かな多色性を示す。 ~)ll;色~淡褐緑色。十字ニコ Jレ下で接合聞

を中刺!とし悶側に針鴎的な鋸歯!決叉は桜葉欣の双品が認められる。

スチルプノメレーン (Stllpnomelane)一周幅南端のオロウエシ禅附近の蛇紋岩に

廷し、緑色片岩中に差し多く の場合諜関石と共存して居る。肉眼的に赤銃の如く見える。鏡

下では一見黒雲母に似るが第開不完全で志郎、繊維欣を示す。 巾 0.02~0.06mm ， 長さ

O.2~0 .7mm. 時に長径 O.lmm 以下の鱗li犬をなす。 繊維は平行に集合し時に束欣叉は

放射獄をなす。直消光， 光割主 C+)，屈折率高し。 X=黄金黄色 y=z=晴褐色，

X<y=z. 

(a) i::質片岩重要

TÆ~閃石 ， 育関石耳立は習閃石を含む珪質片岩はし、づれも友藍色又は晴熊色を乏し，極め

て剥理の室主主主した岩質を示するものでま日j理面に縮緬の如ぎ微織を示す事が多い。

藍閃石 ・曹長石・石英片岩-*-閃石を含む法質の岩石として最も分布の蹟いもので，

春志内附近のものには一部に小量のヱヂリン輝石を含有して居る。

石英>曹長石>藤閃石>エヂリン輝石>紘鏡石。これ等の外に小量の線泥石，金紅石，
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磁鍛鏑，赤銭鍛等を含んで居る。石英は0.02~0. lmm 新鮮で波紋消売を示すものが多

し、。

嘗閃石 ・首長石・石英片岩ー習閃T:iを含む石英片岩は何れも剥理の室主主主著しく一般に

謀関石を含む岩石に比して縫いI腎諜色を示す事が常てある。造岩鍛物のf国キは肉眼では

識別出来ないが，岩石の表聞を摩擦するとi情態色の粉末を生じ，岩石が極めて繊細な斜

獄結晶に'A;む事を示して居る。本岩は春志内附lli及び紳居古湿騨東方の産量道路側崖に滞

暦をなして蓬するが，問者ともその一部にヱヂリン輝石を含む事がある。

石英>普閃石〉首長石>エヂリシ輝石>1齢錨督。其他の副成分については際関石を含

む場合と同様である。

Si02 Al.03 Fe203 FeO MgO Na20 K20 P，O， H20( + ) Total 
76.77 0.59 9.40 7.19 1.50 2.78 0.030.26 1.1499.71 

合エヂリン輝石曹長石石英l十岩，石狩図示1I居古浮島幸東部産(金成明分析〉

珪質片岩中に少量の曹閃石が含まれて居る時は岩石は淡友藍色で鏡下で曹関石は白色

の石英粒の恭地中に縞放に排列して居る。

黒雲母ホルンフエルスー闘儒中トロンニヱム岩に接する黒色珪質岩中lと小範囲に分布

する晴灰色激密の岩石で石英と曹長石と混じてi~i褐色の黒雲母の徴品が散黙するもので

ある。

(bJ 輝緑岩質蜜成岩額

1t~閃石英他の特殊銭物を含む輝総岩質岩石は前述の珪質岩と同様に蛇紋岩に近い所に

E主主Eして居る。

含:i1[閃石頒絵片岩-~閃石を含有するため檎キ!宿主主絞色を示すが大鐙に於て一般の輝

総片岩類と時同様の性質を示して居る。

総泥石>曹長石>繰熊石>釘i石(主主晶)>藍閃石。この外に角関石，石英等を少量含

む事がある。この種の岩石中の藍閃石は一般に色が淡く時に輝石の残品の周溢に王室主主す

るものも見られる。神居古1翠附近の緑色片岩中叉紫色石英片岩中の薄暦中の諸所に差出

している。

片品犬甥緑岩及び片扶甥緑;疑茨岩中に~~~i石を含むものも上記と同様のru.;係にある。叉

蛇紋岩に直主主:する甑依片岩中にエヂリシ輝石を含む場合同鏑物は輝石の主主晶の周遊がー
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部交代された部分に護達して居る。オロウエシ淳に産するものにはスチリプノメレーシ

を含んで居る。

輝石〈残品)>紘i泥石>藍閃石>絹雲母>角閃石>スチリ プノメレーシ>方解石。外

に小量の磁銭鏑，赤鍛錬。

(c)緑泥片岩類

角閃石緑泥片岩一一般の緑泥片岩中にも角閃石を含む事がまbるが，蛇紋岩の遊入の多

し、苦部F分で

る。本岩も蛇紋岩遊入の影響を蒙った部分と認められる。オロウエン禅のものにその例

が見られる。

含藍閃右緑泥片岩一輝総片岩の給、キ務質の準んだ部分に麗閃石を含んだもので，輝石

の残品は存在しなし、。

含スチルプノメレーン緑泥片岩ー梢キ多量のスチルプノメレーシを含む総泥片岩及び

曹長石 ・線泥片岩は局所的であるがオロウエシ津に輩出して居る。

級j尼石>繰鏡石>スチルプノメレーン>首長石>方解石〉石英。

総泥石と級官霊石の暦と，首長石，方解石及び石英の暦とが縞J伏に排列し，スチルブノ

メレーシは前者の暦に後次的に薄片として介入して居る。

(d) 角閃片岩類及び角閃岩類

角肉片岩及び角閃岩一線色片岩稽中蛇紋岩に近接する地帯に存在し楼紋色又は背緑色

の角閃石を主鐙とする岩石である。その好露出は納1居山南方，常盤山西方の中野川中流

等に見られる。暗緑色片7状又は無方向性の塊状の岩石で時に 2~6 mmの角閃石の集合

よりなる事がある。主成分たる角閃石の外線熊石，終泥石，金紅石，斜長石，石英，磁

銭銭毎告を含んで居る。

fi;ì部分的に~~閃石，エヂリシ輝石，勤熊石 ， 曹長石， 13石等を含み，それぞれの組合

せにより特殊の岩相を構成して居る。草書閃化石作用は低度の場合は角閃石の周港叉は努

開に沿って行われて居るが，高度の時は全角閃石を嬰化せしめ長径 lmm以上の耳石閃石

を多量に含む事がある。ft，j蛇紋岩鐙中には淡級色の陽起石を主鐙とする総泥石 ・陽起石

片岩がIff胎して居る事がある。

(e)藍閃片岩類

縁II石曹長石藍閃片岩一短総片岩或は角閃片岩等に類似の岩石ーであるが，京閃石を主



19 

陛とする事を特徴とする。晴禁色乃至荻叢色で都駄に富み剥理商に縮晶状の徴織を示す

岩石でその代表的のものは春志内西方!kmの路傍の黒色石英片岩中に滋暦として露出

して居る。

l搭閃石>総熊石>首長石>総泥石>;沼石>磁銭量産。

正確な産地は不明でゐるが紳居古蕊室長と橋せられるこの種の岩石は古く小膝文次郎に

より報ぜられ， その後間標本は米図に返られ H.S. Washingtonにより分析され，更

に猫迭の L.MiIchによっても注目された事で有名てある。

Si02 Ti02 AI，03 Fe203 FeO MnO MgO CaO Na20 K20 H，O TotaI 
48.88 3.90 13.44 5.32 8.96 tr 4.21 5.80 3.73 1.71 3.73 99.73 

背示後石藍閃l十渚，石狩図面:jr居古・厚産 (H.S. Washington分析)

上述の春志内西部及び春志内川右投入口附;丘より産する線熊石蕗閃片岩の一部にはス

チJレプノメレーンが含まれ，叉春志内川中流及び上111銭山東部宇kmの革関片岩中には

エヂリン輝石が含まれて居る。

含ロウソン石 ・エヂリン輝石 ・藍閃片岩一春志内川中流の黒色石英片岩中に滞暦をな

して重量するもので附近に蛇紋岩のレシズが存在して居る。稿、今青味を帯びた暗黒色粗粒

の片理に乏しい岩石である。主成分をなす藍閃石は長径3mmに及ぶものがあり，勢開

に富むその柱聞は梢キ著しい光j翠を示して居る。ロウソシ石の多い部分は晴呉色の銭物

粒の間に不規則なbR白色の斑執が散在して居る。鏡下では諜閃石>ロウソシ石>ヱヂリ

ン輝石>初石>約z泥石>柘摺石>絹雲母>野J熊石>赤銭銭。

Si02 Ti02 AI203 Fe203 FeO 蜘 o:v1g0 CaO Na20 K20 P 205 ~~~s Tota! 
46.72 4.03 15.20 4 .02 5 . 12 O. 13 7 . 23 9. 18 3.62 1. 50 0.24 3. 19 100.23 

合ロウソン石エヂリン輝石~閃片岩，石3守図利I唐古il里春志内川中流産(金成明分析〉

IV.新第三 系

ヌド悶幅中に於ける新第三系は紳居古潔岩唐の西部に民く分布するもので?河川流域に

於ては蹟い第四系により蔽われ叉中央南部に於てはイルムケツプ火山の基!まをなして居
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る。木地域の新第三系は川端麿とこれをど不整合に蔽う瀧川唐とに大別する事が出来る。

1.川端居

川排J雪は中新1止に堆積した浅海性叉はi頻海性の岩麿であって，本暦及びその柑嘗庭は

北海道内に於ける新第三系中最も康範な分布を示すものである。ヌド悶幅中に分布するも

のはその一部であって，道中央部に於ける留萌炭田の腕新層群石狩茨田中の瀧の上一川

端暦等の一部に柑嘗するものと見られるが，木地域内のものには，他地域の擦にその内

に含茨唐或は含泊暦の存在は知られて居なし、。

一般に川端居或はその柑嘗暦と紳居古湾岩層との聞には，自彊系，古第三系或は下部新

第三系爽炭層瀧の上相蛍!否等を爽在して居り叉その上は下部鮮新統の地層に蔽われて

居る事が多いが，本地域内に分布する川端暦の東部は不整合又は断層によって柿居古潔

岩層に直接し，西南部は不整合によって上部鮮新統たる瀧川暦により蔽われて居る。 JI¥

端暦と紳居古海岩層との接する部分に於ては，附近の岩層が筒iれ，中間に傑又は角礁を

含む粘土が宣差遣する部分が少くない事等より，これ等雨者聞に地質構造上の弱線があっ

た事は疑いなく ，JI¥lii品暦が紳居古溜岩層上に不終合に蔽った後不整合商に近く叉はこれ

に沿って一部に断層作用が行われたものである。この断層面に沿っては往々衡き上げ運

動も行われたものの援で，特にこれ等悶岩層に蛇紋岩践が介在して居る所ではその現象

が一層著しく認められるo.その好例として，筒Lされた川端麿の岩層の上に，同暦より古

L 、時代に寅入した蛇紋岩が乗り上って居る有援は，紳居古溜峡谷紳居大腐の柏、々下、流西

岸及びその南方の上川ニッケノレ鉱山採掘跡の西明111に於て認められる。これ等の場合，蛇
ぐっ治省りしない

紋岩盤と川端暦との間には断層角諜岩が愛護して居る。本間幅の北端屈狩志内川上流字

十戸西部の川端居中に巾200mの紳居古主主岩層の総色片岩が南北に延ひYこ小露出を示し

て居るが，この雨側も断層lにより境され，これに沿いrtJ30cm内外の断層角燥が認めら

れる。

ヌド地域南部の川端居は瀧川唐及ひ'イルムケツフ令火山鐙と北西一東南方向の断層によっ

て境されて居るが，この断層以南の地域に於ては，相蛍の範閤の間川端暦のE互い露出は

見られない。

本地域の川端暦の走向は一般に北 200~300 商で東又は聞に急傾斜し ， その間に略キ

平行した幾僚かの背斜叉は向斜が存在し ， 時には 70~900 の念傾斜を示し特に中部暦に
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ては東に迩轄する部分もあり本暦が著しい稽曲作用を受けた事を示して居る。本暦はこ

れを構成する主要岩層により次の三つに大別する事が出来る。下部麿より (A)幌新泥岩

層，(B)幌新砂岩泥岩互厚手及び (C)多度志黒色泥岩層。 これ等の内中部及び上郊の治

暦は所謂川端層型の堆積相を示すが，際岩唐に乏しし、事を特徴として居る。何本土也妓の

川端暦には全践を通じ純粋な凝友岩層が含まれて居なし、。

A 幌新泥岩暦

本暦は本地域内の川端居の最下部をなすもので，紳居王宮溜岩層の也市111に接して冊制七今

回の方向に主主主主して居る。主として厚い泥岩層よりなり下部は稿キ厚い砂岩層と互唐を

示して居る。本暦の最下部で紳居古湾岩層に近L、部分に於ては，暗Z五色砂岩，淡脊友色

砂岩及び傑岩の互唐がありこれさ専の内には往キ神居古湾霊登E主岩類，蛇紋岩等の岩片が含

まれ，叉暗色の砂岩中には角関石，議開石，輝石，磁鎖鎌等特担ミ鎖物粒を合む部分も認

められる。

fi，jこの部分には Pectenkimurαi YOkOYAl¥IAが含まれて居る。木暦はその性質より見

て夕張地方に分布する所謂瀧の上層上部の岩層に相嘗するものの様である。

B 幌新砂岩泥岩互暦

本暦は上詑の幌新泥岩層と時平行してその間引lIiに分布しその一部は瀧川暦により不:整

合に蔽われて居る。本暦は主として互に数mm，，;数cmの砂岩層と泥岩層とのおびた工

しい互暦よりなる事を特徴とする。三転居中には諸所に多数の石tK.質幽塊を含む砂岩層が

介在して居る。 これ等盟主鬼は一般に笹 6 ~8cm 時に 1 5~20cm で階層湿商に平行して

排列して居る。石狩)11と内大部川の合流熟南部，園見l時東2kmの石狩川南岸，束尚武

山東部の幌内川沿岸等に室長するとの種の盟塊中には次の二種の蟹特にその鉄の化石が含

まれて居る。

Cαlliαnα55α lnUTαSαNAGAO 

白 llianα55αsp.(indet.) 

俗化石を含む石tK.質圏塊中特に外綾部には芸大の有孔虫が需~して居る。

Dentαlina emaciatαREUSS 

C 多度志黒色泥岩層

本厚手は幌新砂岩j尼岩互暦の上部に重る岩層で本闘幅に西接する地域には粉、今践し、分布

を示すが，間幅内に於ては殆ど瀧川暦に蔽われて僅に沼田村の一部及び雨龍川の商岸に
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小露出を示して居るに過ぎなレ。

本岩賂はi腎友乃至紫色で唐理に乏しい激¥ll'i塊Mの泥岩を主とし，外に少量の砂岩を含

むものである。雨龍川本洗沿岸及び園幅外の雨龍川支流ケネベツ川沿岸に露出する岩居

中には次の如き化石が含まれて居る。c:魚住悟鑑定〉

Solemyαcfr. tokunagαYOKOYAMA 

Cultellus sp. aft. izumoensis YOKOYAMA 

Modiolαsp. 

Meretrix sp. 

Neptunea sp. 

。streαqrαvitestαYOKOYAi¥fA
Thyαsira bisectαvar. nipponicαYABE et NO~IUnA NαtlCαsp. 

Acilαsp. 

ArcαamiculαYOKOYA斑A

Sirαtoriαsiratoriensis (OTUKA) 

Tellina sp. 

Chrysodomus sp. 

NaticαjαnthostomαDESH. 

2. 瀧川唐

MケαcuneiformisBOHM. 

αzrdium sp. 

Fusus sp. 

Macomαoptiva YOKOY.HIA 

Buccinum sp・

TurritellαfortilirαtαSow. 

瀧川層は鮮新1仕上部に属する地層で同居及びその相嘗唐は，襟式地たる瀧川町東方の

察知川沿岸を初めと して，北海道中央南部及び中央北部に瞭く分布し，常に下位の地暦

と斜交弓習合よって接して居る。本暦は本圏中高内の西部に蹟く護主主しその東北部叫11端

暦を不整合に蔽って居る。多度志川沿岸では殆ど直立する川端層を蔽う部分も見られ河

川は大股この不整合線にそって流れている。

本!奇は主として凝友質に富む砂岩と泥岩の互居よりなり，その内に磯岩を爽み，最上

部は火山昨屑物の厚暦によ り蔽われて居る。 f苛本居中には貝化石，埋木， ij商業樹化石等

を含む地層も認められる。本暦は岩質，化石等より推して浅草副主叉は瀕海性i{主積層と見

倣す事が出来る。

本地域内の瀧川居の走肉は東部に於ては大陸北西一東南であるが， 西部に向うに従い

時東西に近づL 、 て居る。傾斜は一般に緩かでデ~J50 商南方に傾L 、て居り時に水平に近

い事もあるが，部分的に粉々念斜を示す所もある。本地域内の瀧川暦は岩質より上部，
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Iit部，下部の三層に分つ事が出来る。

下部唐山凝11<質砂岩を主とし内に凝友賀t尼岩を爽み又一部に埋木暦を含む事がある。

本暦の基底をつくる際岩層は 1~数cm大の磯よ り な り部分的に 1 0cm以上に及ぶものを

混じて居る。礁は梢Jぞ角ばった火山岩類を主とするが，紳居古t翌岩暦に;互い内大部JII沿

岸のものには種与の艶成岩類が含まれて居る。本暦の主要部分をなす凝bJC質砂岩及び泥

岩は淡背bJC色乃至青bJC色を帯びその内に平自身角ばった語裂を含む燦唐を爽む事がある。叉

部分的に貝化石を含む岩層も見られる。多度志市街地西南2km の雨龍川南岸よりは次

の化石が知られて居る。

Pecten cfr. tαkαhashii YOIWYAMA Acilαgottschei BOH日

Z今ααrenαriajαponicα]AY LucinααezttilineαSαCONRAD 

Mαcoma sp. 

向イ Jレムケツプ火山の北麓の基底をなし石狩川南岸に露出する岩層中には Fαgussp. 

その他の植物化石を含んで居る。

中部屋は主として砂岩及び燦岩よりなるものである。本線岩層は 2 ~3帯あり各奇数

，cm~数m の厚さに膨縮しながら連なるものでその内に lcm~数cm大の圏燥を含んで

居る。叉砂岩居中には厚さ 2~lOcmの宇ば茨化した埋木の滞暦が爽在して居る。

上部居は深川町北方山地の南縁に梢々狭L、部分を示して居る。凝tk質泥岩を主と し，

この内に砂岩層を互暦として爽んで居るが， 埋木の唐は認められない。凝友質泥岩は淡

賀褐色で比較的軟く，部分的に褐銀鱗により著しく汚染された所がある。本暦の最上部

を占める火山砕屑物!奮は白色乃至淡褐色の未凝結火山bJC中に軽石，安山岩等の角礁を混

じて居る。安山岩の角礁には複輝石安山岩の外に黒雲母及び角閃石を含む石英安山岩が

』ちるが，これ等は現在のイノレムケツプ火山噴出以前のものであるから何所より由来した

ものか未定でゐる。

以上本地域内の瀧川麿は相嘗に脆い分布を示して居た事は相像されるが，石狩川，雨

龍川及びそれ等の支流により著しい侵蝕を受けて現今の!伏態にせばめられたものであ

る。 f苛他地域の瀧川!雪及びその相蛍暦中には幾層かの褐茨暦を爽む事が知られて居るが

本因幅中には上速の下苛3暦及び中部暦の埋木層以外に特に見るべきものがなし、。

本地域内の瀧川居中にはタプコップ山，園山等に於て見らるる援な撒慣石玄武岩の露

出が見られるが， これ等は同居堆積の末期に於て噴出したものと推定される。
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V. 第 四

1.洪積 l菅

てず

ノh

本圃幅内の洪積層は主として石狩川北部に於ける新第三系の山地の南麓及び石符川と

南部のイルムケツプ火山鐙との間に蹟く分布し，その他雨音吉川及び内大部川の沿岸にも

その主主蓬が見られる。一般に沖積層の平地よりラ ~40mの高度を占め ， 地域的に 2 ~ 3-

段の段丘を示す事もあるが，沖積地より徐々に高度を高め，又崖錐性或は扇状性堆積物

と混じて，沖積暦，新第三系或は火山砕屑物等と地形的に剣然たる境界を示さない部分

もある。堆積物は砂，訪宇泥，燦よりなり， i殺は火山岩を主とし，第三系，制1居古海岩尾正

の岩石も含まれて居る。蛇紋岩は崩壊し易いため堆積物としての材料を提供して居るが知

機として存在する事は比較的少し、。

2.沖積唐

沖積層は石狩川，雨龍川三ど初めこれ等の支流に沿い炭く分布して居る。特に石狩川の

北側に沿っては最も腐心石狩:zp.野の北端部をなして居る。この部分は石狩川の洗路の

跡であり ，}住積物の大部分も石狩川及びその支流により運ばれて来たものである事は勿

論である。この沖積'，tp:t白は園幅内の東端と西端とでは約35mの高度差があり幽かに西方

に向って傾斜して居る事を示している。

沖積層は主として砂，滋泥，隊等よりなり一部に少量の泥炭を含む所もある。それ等の

表面は厚い表土で蔽われて居り大部分が良い耕地となって居る。雨龍[11の如く ，特にrfJ1

L、蛇紋岩地帯を流下して居る河川に沿う沖積層中には，砂クロム s砂白金及び砂金等;が

柏、今多量に含まれ鍍床をなして居る事は特筆すべきでゐる。

VI.火成岩類

本国幅内に霊童蓬する火成岩類は，岩石の性質及び生成時期の雨熟より，輝総岩，蛇紋

岩，及びこれに伴う岩疑分化財t岩質岩石，撤撹石玄武岩及びイ 1レムケツプ火山岩の四つ
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に大別する事が出来る。輝総岩及びこれと同質の凝友岩は紳居古if!i.岩居中の総色質岩の

母鐙をなし珪質又は珪撃事質堆積岩類と共に柏、叫氏度の動力饗成作用を蒙った。本地域中

最古の火成岩である蛇紋岩は上記の霊安威作用の末期に紳居古溜岩層中に遊入したもので

ロヂン岩，トロシニエム岩，閃綴岩質アブライト等の岩唆分化作用による特殊岩石を伴

って居る。 1致問石玄武岩は新第三粗末期に噴出したもので，雨龍7y.び密ー加山地中各所に

小露出を示して居る。イルムケツプ火山岩類は第四紀初期に噴出した安山岩類に麗し木

地域中最も新しL、火成岩である。

1.輝線岩(Diabase)

路線岩は緑色片岩特中諮所に岩床獄に鷲するものであるが，その多くは大きな地殻嬰

動の行われた以前夜はその聞に遊入したものと見られるので.主建E主作用を受け一部片J伏

ま車線岩となり叉緑色片岩帯の主韓をなす輝総質岩叉は皇警戒程度の低い輝総凝友岩とEZ別

困難なるものがある。 比較的塊獄のものは階級色細粒堅闘で，鏡下では斜長石>輝石〉

級熊石>緑泥石， 外に少量の磁銭鑓を含む。ま~f長石は細L 、E草加7診をなし大部分はソ ー石

に化し，又輝石と共にオフイテツク構造を示す部分も見られる。 輝石は 1.0x0 .7m~

.Ox 1.0mmで宇自形，多色1全弱く君主緑色~淡褐色で時に淡い紫色を呈し，チタンの含
八 一有を思わしめるものがある。 c 'z=符。~520 で周遊メは努開に沿い総泥石化が行われ

て居る。線鏡石は 0.2mm内外の黄線色の細粒で綜泥石の多い部分に室主主主し，叉磁鍛鍛

は徴品として黄土黙して居る。春志内川中慌に差するものは徴税塊;伏なるものの一部に極

めて多色性の弱し、臨閃石を含有するものがある。本岩は僚1力の影響は逸れたが， 蛇紋岩

の接欄作用により弱し、交代作用を受けたものである事を示して居る。本地域中には未だ

霊望見されて居ないが，他地域ではエヂソレ輝石を含むもの或は多量のチタン輝石を含むも

のが知られて居る。

本岡幅中紳居村紳唐山附近より差する比較的標式的輝総岩の化塵成分を示せば次の如

くである。

Si02 Ti02 Aゆ 3 Fe203 FeO MnO 同 oCaO Na20 K20 P20巧!5AsTo凶
49.12 1.00 16.44 6.80 6.01 0.23 ラ.759.00 3.12 0.47 tr 2.66 100.65 

輝線岩，石狩図上川郡市Ji1居村示Ji1唐山附近産(合成明分析〉
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2.蛇紋岩 (Serpentinite)

紳居古古里整基成帯に沿っては多数の超盤基性火成岩陸特に現今蛇紋岩によって代表され

る岩間が民し、地域に亘って没入して居る。これ等蛇紋岩鐙は大小様キの形を示しつつ市中

居古湾岩居中或はこれに接して略南北方向を以て北は北見 ・天魁圏境より南は日高に至

る問問俗A鎖的に分布して居る。蛇紋岩憶は白翠系，叉は第三系に接して差する事があり，

これ等柑互聞は断層によって境されて居る場合が少くなし、。

蛇紋岩挫の或物はこれに按する市~I居T5~雲岩層又は上部自室系の岩石に接鰯鑓成作用を

輿えて居る一方蛇紋岩は燦として新第三系又は古第三系に含まれて居る。これ等の事震

は北海道中央平野の蛇紋岩は大般に於て第三組初期の地殻主主動に伴って特殊の鑓成宇佐にそ

って遊入した事を示して居る。 蛇紋岩の大きな岩盤は北見天.~図境より 日高にかけ諸所

に露出しその各与の長さは 1 5~43km，巾は 4 ~IOkm に及ぶものがあるが， 本岡幅中に

は大きな岩鐙なく，長さ 2km以下，巾5::JOm以下のレンズji犬のものが多数に分布して居

るに‘過ぎなし、。

本地域内に主主濯する蛇紋岩類はその岩質より塊J伏蛇紋岩，片711伏蛇紋岩及ひ1骨石質蛇紋

岩の 3種に大別する事が出来る。塊状蛇紋岩は晴緑色乃至暗黒色で比較古旬光浮に乏しし、

激i'1'，'堅悶な岩石で市Ip居古湾峡谷沿岸その他に王室達し殊に岩鐙中の中心部を占める部分に

この種のものが多L、。 片;i犬蛇紋岩は精紘色乃至関緑色で街々光浮を有する片Jik岩で比較

的脆弱であるo 片浬の方向は岩践をはさむ母岩たる結晶片岩の片理と問納豆行である。 片

7状蛇紋岩は闘幅中制1居山南音!i地域に王室達するものの内に多く見られる。ft，J片J伏を示す蛇

紋岩は塊!汰蛇紋岩よりなる岩慢の周綾部に澄達する事もある。 i骨石質蛇紋岩は白色乃至

淡緑色でIJ旨感の著しL、軟弱な岩石である。この種の岩石は他地域に於ては相蛍大きな岩

燈となって益するが，本地域に於ては塊吠又は片y状蛇紋岩盤の一部をなして居る事が多

い。この場合i骨石に富む部分とこれを欠く部分とは漸移するものである。

以上各種の蛇紋岩類を鏡下で徐ればL、ずれも無色乃主務緑色で葉片Ji7eのアシチゴライ

トが不規則に集合しその聞に比較的多量の磁鎖鎌が散黙するものである。片獄を示すも

のも鏡下では特別な構造を示して居るとは認められない。

本地域より室長する蛇紋岩中には，他地域に蓬するものの内に往々見られる擦な輝石，

撤i萱石等の~品の存在は鏡下に於ても未だ知られて居なし、。 筒塊!伏蛇紋岩E豊中には稽明
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瞭な節理が存在し，又極めて出品、温石綿，硬蛇紋石等の網肢に寅かれて居る事が多L、。

且その割目の間際が方解石により充損されたものも為る。

3. ロヂン岩 (Rodingite)

蛇紋岩盤中には往kïï~大より長径数口1に及ぶ不規則なる白色，1J(白色，-;;ç総白色或は

1J(黄白色毎告を示す岩鐙が存する事がある。この岩石は時に除扶をなすものもあるが多く

は四周完全に蛇紋岩に取り囲まれた梢球朕の塊朕岩鐙である。成分も石1J(質珪酸豊富鎖物

を主鐙とする所謂ロヂシ岩と揺すべきもので，蛇紋岩とは全くその性質を具にするもの

である。蛇紋岩とは柏、々確然たる境界を示す事が多L、が，数cmの聞に徐キに漸移する

事もある。

本闘幅中の蛇紋岩盤にも諸所に見られるが祈1居古溜峡谷の春志内川の入口に近し、蛇紋

岩f豊中にその好例が見られる。同岩はtx.白色乃至淡紘白色の徹密堅硬の塊j伏岩で成分は

澄輝石>友饗柘摺石>ウ'エスグ石で更に微量の総泥石及び廃挨的不透明物質を含んで居

る。周線部には小量の蛇絞石，磁主義銭，方解石等を混じて居る部分も認められる。

/¥ 澄輝石 (Diopsidd)は殆ど無色でO.2xO.3mmの細粒で携関完全，c/¥Z=450，時に

双品を示して居る。 1J(~i柘摺石 (Grossularite l は無色に;互い不規則微細な粒欣をなして

集合して透輝石粒闘を充;損するもので，十字ニコル下に於ては幽かな複屈折を示す事が

常である。ヴェスヴ石 (Vesuvianite)は無色又は淡褐色の細粒の集会僅として友纂柘椴

石の集合鐙中に帯状又は肱欲をなして配列して居る。木地域董の木岩石については化墜

成分不明であるが， 他地域の例によれば Si02=38~41 ::ム CaO=27へ 29%である。

本岩は鍍物或分より見る時は石1J(岩が接鰐霊堂成作用を受けた場合に生ずる所謂スカル

シ鐙と極めて類似の性質を示して居るものであるが，各地の蛇紋岩陸中に粉、キ普遍的に

分布する事より見てこれ等は簡翠なる石友質岩石の繍虜岩とは認め難し、。本岩はその名

檎の由来した NewZealandの Rcdingriver附近の蛇紋岩中に護見され新岩石として

命名された嘗時 (191りよりその反因については種キ討議されて来たが，恐らく蛇紋岩

中に及疑より生じたと見るべき盤基性優白岩に，更に石友に富む水溶液が作用した結果

によると見るのが泊賞の様である。
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4. トロンエエム岩 (Trondhjemite) 

本岩は雨龍都多度志村幌内幌成騨の東方2kmの地執より雨音量川のー支流協内JI!の河

床及びその南岸に沿って露出して居る。「司岩盤は地表に於て最長4km，最大巾2kmで

北斗西~南今東に延長して居り，東側は紳居古葎岩居中の黒色珪質片岩，北側は同緑色

片岩に接し，西南側は新第三系幌新1尼岩層と接して居る。本圃幅中にはその南牟が含ま

れて居る。本岩が黒色珪質片岩に接鰯する部分に於ては，これに盟成作用を具え，局所

的に黒雲母ホJレンフエlレスを生成せしめて居る。

本岩は白色乃至友白色粗粒堅固の優白岩質の岩石で，岩盤の周退部も中央部も時均質

であるが，風化した部分は粗君主で崩援し易く局所的に褐色を帯ひ・て居る事がある。鏡下

にて最も主要なる鎖物は斜長石で全岩石の約45，%内外を占めて居る。石英これに次ぎ，

その他に極めて少量の紘j尼石，椅石及ひ'陶土化したl励賞が含まれて居る。

最~f長石は主に巾.1 ~1 .5mm，長さ 1.5~3mmの正政なる卓子;伏結晶をなす斑晶とし

て産出する外 0.1~ . 2mm の細粒としてま妊品聞を充している。勢開著し く，正規皐式の

累帯構造，各種の双品等を示すものが多L、。成分はAn30附近の友曹ー中性長石附近のも

のが最も多L、。石英は全岩石の35，%内外を占めその内には lmm以上の結晶もあるが，

多くは0.2mm内外で斜長石の周溢に集合して居る。一部に波紋消光，二朝刊金を示すも

のも認められる。 有色鉱物として見るべきものは線泥石で少量ながら 0.2へ-0.6mmの

不規則の形を示して全岩石中に分布して居る。 7~Jíkより推して原石中の黒雲母より嬰化

したものと信じられる。との外にf数量の沼石，二次的の勤熊石，絹雲母を含んで居る。

本岩は鍛物成分より見て特に斜長石が自7~を呈する事及ひe銭苦土銑物の少量なる事を示

し次の化墜或分と共にトロンニエム岩の特性を表わして居る。

Si02 Ti02 Al，03 Fe，03 FeO MnO MgO CaO 

70.45 0.10 16.43 0.37 0.71 0.03 1.53 3.11 

Na20 K，O P20!i H"O(ー) H20( +) Total 

4.43 1.07 0.53 1. 27 0.27 100.35 

トロンユエム岩 石狩図雨飽都多度i恋村幌内}11(根本忠究分析〉

本分析結果は原蓬地NorwayのTrondhjemの標準の岩石と極めて類似の値を示して

居る。
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トロンニエム岩は砲の後白岩と共に蛇紋岩中に岩奨分化肱岩として産出する事lな北海

二選他地域にもしばしば見られる事で本岩もその北部に存在する~大な蛇紋岩盤に関係あ

るものと思われるが，本岩の如き大きな岩鐙が蛇紋岩盤以外の地域に遊入して居る事は

珍らしい事であるd 何本岩は古くより i龍磁石j又は「雨龍御影]と得され建築石材と

して用いられて居た。

5. 閃緑岩I質アプライト (Dioriteaplite) 

本周幅中の西部緑色片岩帯の南端を、流るオロウェン浮上流及び中部黒色珪質片岩中の

春j志内川右股の雨地域内にある小蛇紋岩盤中に閃線岩質アプライトの小露出がある。こ

れ等は共にrtJ 6~7mの小岩除で，前述のトロンエヱム岩と同様に蛇紋岩に関係ある一

種の優白賀の岩紫分化昧岩である。これと同様の閃緑岩質アプライトの干時々大なるもの

J土雨龍地方の大きな蛇紋岩捜中に多段貫入して居る。

本岩は外見友線乃至情tJe%条色徹密堅硬な岩石で，汚染された斜長石の基地中に黒色の

角閃石が散昂~する所が見える。鏡下で・は完品質で小粒が集合して閃級岩的構造を示して

居る。主成分は斜長石>角閃石で副或分として，普通輝石，黒雲母，石英，緑泥石，葡

菊石，磁繊鍛を含んで居る。斜長石は殆どソー石化して居るが一部に双晶を示す新鮮なる

部分も認められる。角関石も一部緑泥石化して居るが新鮮な部分は c八Z=150， X 

淡黄色，y=淡黄褐色，Z 褐色，Z>Y>X.本岩は多くの場合細し、石英駄によって

貨かれて居る。

6. 撤様石玄武岩 (Olivinebasaltl 

雨穏及ひ'留加山地一平援には敵撹石玄武岩の小岩鵠が諮所に露出して居る。本岩石は新

第三把末期に特定の構造線に沿って噴出したもので，安山岩類を主位とする新期火山燈

生成の先駆をなすものと見倣される。この種の岩石は本国幅中に於ては，石狩川の北部

山地にあるタプコップ山 (313.2mJ園山 (114m)及びイlレムケツプ西北麓の稲見山

(148m)等に露出し，附近はし、ずれも頂上部の丸L、梢々偏平の小隆起を示して居る。これ

きを各地に於ては表土厚く又護側注崩壊物多く，玄武岩は破片となってこれ等と混じて散

尽して居り ，附i庄の構造は不明であるが他地域の例より推して同岩が，瀧川暦下部唐及

び中部居を貫いて居る事は明かであるから，鮮新世末期に噴出したものと信ぜられる。
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;$:岩石は晴友乃至黒色激密の岩質を示し肉眼にて諾所に撒償石を認める事が出来る。

鏡下にて斑紋構造を示し，~妊晶は斜長石>撤撹石>輝石で，石義は斜長石>輝石である。

石基は完品質で、破穏質の部分なくイシタ ーサータル構造を示して居る。

斑品をなす斜長石は長径0.3~0.7mm の自形又は宇自形を示し累稽構造あり成分は

An80~75で特に周縁は An68 である。 1敢撹石はO .3~0.5mmの粒朕をなし 2 V=850で，

周縁には二次的に裂化した部分も見られる。輝石は街、々小さい粒状を示し，淡黄色で2

V = 550， c八Z=42~44。の普通輝石である。石基を構成する斜長石は微小な短姉妹

を示An75，周縁部に於てAn60である。輝石は奈}長石の聞に介在し2V=53
0 附近のも

のが多L、。筒石泉中Wf長石及び輝石の聞に最後の蓋物たる Anl5内外の斜長石が充損し

て居る。これ等の性質は前記の三カ所の護地のもののみならず雨龍，留萌岡山地の各所

に露出するものにも附共通するものと思われる。

深川町東北方のタプコップ山より採集した微授石玄武岩について分析を行った結果は

次の知くである。

Si02 Ti02 A!20S Fe203 FeO MgO 

47.52 1.39 18.57 4.58 5.15 7.27 

CaO Na?O K20 H20(+) 日20(一〉 Tota! 

10.82 3.03 1.30 n.d. 0.59 100.22 

撒桜石玄武岩，石狩図雨能郡タフ・コツフ・山E圭〈勝井義雄分析〉

7. イルムケツプ火山岩類

本悶幅内に於ける安山岩類はイ Jレムケツプ火山を構成するものの一部によって代表さ

れる。同火山は古第三系及び新第三系を基底として洪積期に噴出したもので，主に石英

安山岩，角閃石安山岩，含撒撹石角閃石複輝石安山岩，角閃石複輝石安山岩等の熔岩友

びこれ等と闘係ある火山砕暦物より成立って居る。然し同火山は活動休止後解析甚だし

く，表土厚く全山草木に蔽われ，山盤部には耕地が委主主して居るため，熔岩類は河!まに

露出し或は高地に破砕片として散賭して居る事が多く，熔岩本目互の闘係，火山構造等を

決定する事は困難な獄態にある。

本火山の主要なる部分は南接する歌志内閣幅中に存在し，本国橋中にはその北面に分

布する縞色角閃石安山岩，合角閃石複輝石安山岩及び火山惇屑物の一部が認められるに
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i過ぎなし、c

(A) 角閃石安山岩 (Hornblende andesite) 

本岩石は菅江山北麓にE互い分布を占める外干自身!離れた部分に高所を造って轄キと存在

して居る。岡幅内に於ては上記の郎、分布を示すものの西北端で沖里戸膿谷の左岸を占

める部分と，街、身離れてイルムケツプ火山の東北麓i出曾津右岸に小丘稜をなす部分とに

見られる。

本岩は友白色乃至tR.色で苦11分的に紛h赤褐色にさ染められた粗援の岩石で，肉眼で斜長

石その他のま妊晶を認める事が出来る。叉部分的に角磯7状を示して居る事も少くなし、。鏡

下ではま起伏構造が著しし、。

，> 
斑晶は，ま:i長石>角閃石〉普通輝;p.<:紫蘇鏡石。斜長石は最も多く O.3 xO.7~2x5mm

の自Jf3又は4'自Jf3の結晶で累特構造を示し，成分は An65~日の曹友長石である。角閃

石は 0 .4~O.3mm の短柱状のものが多レが，時に長さ 4mm 以上に及ぶものがある。

c八l=2 ~70で多色性は x= 淡黄色 y=褐色~寅褐色， z=赤褐色~暗赤色，
z>y>xで褐色角閃石に属して居る。往々周溢を不透明鎖物が取図み反感識をつくっ

て居る。輝石は比較的少量で普通輝石と紫草案輝石の雨方又は一方を含む事があるがL、ず

れも梢A小粒である。普通鵠i石は淡黄線色で多色性に乏しく， c ̂ z =23~30oo 紫蘇
ま~i石I土幽な多色性を示す。 x=淡紅色， y=淡級色， z=淡黄色。

石基-~;f長石及び有色鍛物Jの徴少なる結晶の集合よりなりその聞を破E習が充填してヒ

アロピ リテツク構造を示す部分が多L、。

岩石中往々角機質を示す部分が見られるが，角磯も充填物も共に同種の岩石から出来

て居るので熔融角線質のものと見倣す事が出来る。又岩石中には部分的に斜長石と角閃

石を主とする特殊の完品質岩石片が含まれて居るが岩質より見て恐らく同源捕虜岩と推

定される。

褐色角関石安山岩はイ Jレムケツフ令火山の本鐙の一部をなす外，北東部山麓の火山郁唐

物中に北東の方向に数百米の延長を示したノj、丘;陵として重差出するが岩質は本位のものと

殆ど同様である。

(B) 含角閃石複線石安山岩 (Hornblende.bearingtwo pyroxene andesite) 

本岩はイ Jレムケツプ山 (364rn) の~tflU応方 4km にある沖里河山 (302m) の頂上部よ り沖

星河渓谷の右岸一帯に分布する熔岩で，1頁上部に於ては北目。西の走向，南西に20。の傾
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;:ヰを示す板状f的理の室主達した岩石が煉瓦を積みmねた様な輩出を示して居る。更にこの
岩石には南北の走向で殆ど誌i査に立つ節理によっても切られて居る部分が見られる。 I質

上部の北骨11]の山腹にはこれ等節理によって生じた板状のu等石が累々として厨く分布して

居る。従って本熔岩の正確なる分布以態は不明であるが，熔岩の位置附近の地形より推

して前記の褐色角閃岩安山岩より後期に噴出したものと想像される。

本岩は鞠友色徽密堅聞な岩石で斜長石及び輝石の斑-晶を見る事が出来る。鏡下にては

比較的新鮮な鱗物よりなる斑紋構造が示されて居る。

斑晶一斜長石>紫蘇輝石>普通盤石〉角閃石。斜長石は 1~4mmの長径を有する自

形又は宇自7践をなし，累帯構造ー及び各種の双晶を示して居る。成分は An65~60 の曹友

長石。 紫蘇組石は O.5XO.3~ 1 . 5xO.8mmの柱状結晶で多色性は前述のものと略同様

であるが，吸牧性が梢々弱L、。 普通輝石は一般に小さく O.5xO.3mm程度の粒欽を示

ー〈し，紫蘇輝石叉は角閃石と密肩するものか多し、。 c('Z =41~44 0で，1数帯紅色より微帯

緑色に至る幽かな多色性を示して居る。角閃石は少量で一般に普通路石と同様の大さを

示す。時に 1.5mmの長径を示し比較的正確な外形を示すものもあるが周綾部は磁鎖鍛

粒その他で汚濁され， {j蓋に中央部のみに新鮮なる部分を残して居る。 その多色性は

x=淡黄色， y=紘褐色，Z=紘色。

石~lS'ま斜長石輝石及び磁銭鎮の組l粒よりなりそれ等の聞を破瑠が組めて居るが， ~皮瑠

は多し、時と少い時とがある。

岩石中に斜長石，部石，搬出石等よりなる完品質の同源持虜岩と思われるものが含ま

れている事がある。

向本間幅中には露出は見られないが，育江山の西側で前述の褐色角閃石安山熔岩に接

Lて本岩と殆ど同様の性質を有する岩石がE在く分布して居る。但し同岩石は少量ながら

常に徹慌石を斑品として含有して居る事を特徴とする。

(c) 火山砕屑物 (Volcanicejecta) 

イルムケツフー火山地域の殆ど大部分には同火山に闘係ある火山砕暦物が分布して居る。

特に標高200~300m以下の山麓にはそれ等の堆積が極めて厚く，地形上にも判然とした

境界が示されて居る。これ等砕屑物はイJレムケツプ火山の活動期に各所より噴出した火

山砂，火山沼，火山友等を主としその内に斜長石，角閃石，輝石，石英等の分慨した皐結

晶を主成分とした砂も混じて居り叉各種の安山岩類の大小の破片を多量に含んで居る。
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本地域には未だ火山;躍の存在は知られて居なレ。

これ等研E暦物は初め各種の熔岩流と}奇欣に震って居たものwi:は火山友として地表に厚

く堆積して居たものと推定されるが， 火山活動が休止し，漸次解析が進み，頂上部より

四周に向って放射欣の渓谷が王室達するに及び，これ等巌援性に富む火山砕暦1wは下方に

押し洗され，途中熔岩の破片も多量に混入し，中腹以下に於ては各所に大規模な扇朕性

堆積物を構成して居るので噴出嘗時の原況を推知する事は闘難で為る。

これ等火山降暦物堆積地には部分的に各種安山岩の 2~4 m の岩城が含まれて居る事

があるがこれ等の由来にっし、ても不明の事が多L、。本火山の山麓特に東側に於て，山頂部

より設する放射性の渓谷の余り室主主主して居ない地域には，往キにして各種の砕謄物が互

唐して厚い麿朕の堆積を示して居る部分が認められるが，この音f5分などは，二次的聖堂化

を受けない原状を示すものとも見られる。

要するに木地械を厚く緩う堆積物はL、ずれも火山性のものであり ，それ等の根源はイ

lレムケツプ火山にゐる事は明かであるから各地区に於ける符謄物の岩質，分布範囲，堆

積欣態，地形等を吟味すれば，或程度同火山活動賞時の状態を捲定し得ると思われる。

VII.応用地質

本闘幅地域中に於て有墓な地下資源として知られるものは極めて少く，遁去に於ても

僅に少量のニッケル鍛，砂白金，砂金，砂クロム及び建築石材が採掘せられた以外特に

見るべきものなし現今稼行中のものは殆どなし、。上述の鍛種の大部分は蛇紋岩に根源

を有するもので，今後探鍛が進み若し他に良好な鍛床が王室見されるとすれば，これも蛇

紋岩と密接な関係にあるクロム鍛鍛又はi盤石綿であって，その他のものにつレては大き

な期待は出来ないであろう。木地域内に於て己に或程度採掘された望書床及び今後探畿の

針象となるべきものに就いて略記すれば次の知くである。

1. ニッケノレ鍛

1-:-.111ニッケノレ鉱山

蛇紋岩中に常に0.1~O.2!?0 内外のニッケノレが含まれて居る享は人の知る所であって，
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蛇紋岩特に熱水作用により鑓化した蛇紋岩が風化作用により分解して厚¥"fl占土に化した

場合，その内の一部が富化されて0.5%或はそれ以上のニッケルを含むに至る事も少く

ない。この種の粘土質ニッケJレ鏡石は本圃幅中神居古湾騨の南方 1~ 2 km にある紳居

村上川ニッケJレ鎖山に於て見られる。ヌド銭床は致時中東洋ニッケJレ株式曾討により露天

掘にて採掘され良質の鎖石は岩見津市の製練所に迭られて居たが終設とともに琢行休止

となり今日に至って居る。

本鎖床は市中居古湾岩層の緑色片岩と新第三系との聞に介在する巾数百m長さ約2km

の蛇紋岩盤の略中央部にf立し，附近は海抜200m以下の低L、山地をなして居る。銃床は

蛇紋岩を蔽う厚い粘土帯中に含まれて居るが，特に下底の蛇紋岩が梢々著しい珪化作用

を蒙り，更に部分的に炭酸化作用を伴った苦f>分の直上部の分解粘土が最も良質の鍛石を

構成して居る。この珪イヒ特と呼ばれる部分は北 300~40。東の方向に約200m連続し ， 直

立或は聞に 80 0 の念傾斜を示して居る。 その巾は最大50mに及ぶが一般に20~25mで、比

較的判然とした境界面或は小野i暦によって鑓化を蒙らない蛇紋岩に接して居る。但し境

界面は大宮1¥分不規則な出入を示し，直接する蛇紋岩中には紘泥石化，l骨石化，曹長石化

作用を受けた部分が認められる。

珪化滞の直上には7m内外の風化分解による赤褐色粘土絡があり更に上部には0.5m

以下の表土が蔽って居る。粘土稽の下底部をなす自主化した珪化帯の表面叉は裂緯中には

級色の珪ニッケ Jレ鎖 (Garnierite)が含まれて居る。叉この酸化珪化滞には稀に針ニ

ッケル鎖 (Millerite)を合む石英除が賃き叉更に石英及び茨臣室l陣織物の小駄が無数に貫入

して居る。

本地域の新鮮な部分の合ニッケル量は0.15%内外であるが，その般化珪質特及びその

上部の風化分解粘土中に於ては合ニッケル量が可成りに寓化されて居る。本鎖床中鏡石

として取扱われる苦F分はその性質より衣の5種に分類する事が出来る。(1 )粘土鍛，

cn般化珪質鎖，(3)黒褐色晶状鍍，(4)合法ニッケlレ鎖及ひて5)合針ニッケlレ銭石英
鎖。これ等の内最も品{立の高いのは(4)及び(5)でゐるが， 多量なる黙，採鉱，製煉に

迫する熟等より最も利用僚[直の多いものは(1 )及び(2)である。

粘土鍍は蛇紋岩及ひ.酸化王手:質銭が風化分解して褐色乃至赤褐色の粘土に化した部分で

一部に硬し、珪質鍵の破片を含んで居る。粘土質の部分は含ニッケ1レ量は 0 . 1 ~ 1 . 0%一般

にO可%以上で比較的交夜{ずであるが 上速の理由で最も務行の針象物となるものであ
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る。

酸化珪質織は珪化帯中に含まれる鱗石の大部分をしめる梢キ硬質のもので，石英，玉

髄，菱苦土石，苦友石，方解石， f漁泥石，褐鍛披，ウラJレ石，少量の蛇紋石，ク ロF ム

銭銑， 磁銭鎖等より なり ， 赤褐色叉は褐緑色!と汚染された部分はニッケJレ品位 0 . 6~6 内

外を示して居る。 梢キ輩が多く 品i立が高いので粘土銭に次ぐ鎖石である。 成分として

SiO"40~60% ， CaO 2~5% ， MgO 15%士である。

黒褐色塊lik鎖は珪質帯中特に茨自費邸鱗物に富んだ部分及びこれに接する蛇紋岩が分解

してそのまま砕け易い黒褐色の拠となり粘土を含まないもので，ニッケル品位は 0.63'';

以上のものあり上鍍として採取、されるが，量は多くなし、。

合珪ニッケ/レ鉱緑色鏑は粘土帯の最下底で珪化構の最上部又は裂鉾に沿う部分に見ら

れるもので階級色叉は鮮かな級色の部分が ， 肱Jí7Ç ， 皮殻~犬互支は鎖染li犬に含まれた鍍石で

ある。 概して高品位で，局所的にニッケlレ含有量30%に近いものも知られて居るが，量

は非常に少いものである。

合針ニッケlレ鎖石英鎖は珪化平告を貫く石英肪〈中に局部的lこ賦存し針ニッケノレ銑，珪ニ

ッケJレ鎖，石英よりなる帯紙色の鎖石で，針ニッケノレ銭は相集合し時に放射#Jtを示し結

晶の大なるものは往k 1.5mmの針駄結晶をなす事がある。 銭石の良質のものは含エツ

ケル議 7~15%に及んで居るが採掘し得る量;は少し、 ものである。

要するに本鏡床中のニッケlレ成分は元キニッケJレ鎖物として存在したものでなく蛇紋

岩を構成して居た珪酸蝉銭物中に困浴践をなして居たものが，同岩の・遊入に引きつづき

弱帯に沿って上昇した岩繁華た液により茨酸化作用主主に珪化作用が行われその際熱水溶液

によ り蛇紋岩中のニッケlレ分が溶解移動し特に上部の珪化帯にが:i殿したものである。f!，i

屡キ熱7ki俗液の作用を重要った部分は一般に風化分解され易L、ため上表部に厚し、粘土平告を

生成し，その際珪絞，石1J(，苦士.等が他に移動し，其結果粘土中に綴分及びニッケJレ分が富

化され，更に天7J<.の作用によりこれ等は粘土帯とその茶底をなす梢キ堅聞な珪化した蛇

紋岩との聞に波集沈殿したものと考えられる。 従って本鎌床は一種の露天化残留鎖床で

はあるが， 患に蛇紋岩が直接風化したのものでなく ，茨酸化叉は珪化作用を受けた部分

が更に風化分解した結果によるものと見られる。

本上川鍛山に於ては議時中 1 94 1~ 1 945年の間に露天掘によりニッケル含有量平均 0 ， 6

%の鏡石を約4，080噸重量出したが移設とともに稼行を休止して居る。
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2. ク F ム 1~x弘電

北海道内に宣差遣する蛇紋岩を豊中には言者所に良質のクロム鍍床がIif胎して居る事は人の

知る所であるが，これ毎の分布は地域的に限定されて居る。日高図沙流川沿岸.!階振園

鵡川沿岸地方には本邦の高品i立クロム銭床の大部分が存在するのに到し，これと同様の

ものは，石狩圏神居村紳楽岳の北kj!]音IIに{立する紳邦!Ø1f.山を北pl~ として，それ以北の地

域では， 非常に:;l!大な蛇紋岩践が分布して居るのに拘ずその内に従来稼行せられた鎖床

の存在は未だ知られて居なし、。本周帽に東桜する旭川図柄中の近文山より牛面山につづ

く蛇紋岩鐙中に小規模のクロム銃床が存在し務時中探鍛が行われたが，開設されるには

至らなかった。

木岡橋中内大部川のJti岸の表土中に参大乃至E長大の小数のクロム鍛$\~の鞘石が主主見さ

れて居りこれ等はその上部の蛇紋岩盤より由来したものである事は想像されるが，その

本慢については未だ明かにされて居ない。鴎石として益するクロム銀銭は常に高品位の

もので，内大部川沿岸に見られる特石も駿化クロム量587b以上の徽密拠j伏鍛で一部に蓋

泥石及びクロム柘栂石を含むものである。

3. 砂白金

蛇紋岩地帯を通過して流下する河川に沿う沖積層中には砂白金，砂金，砂クロム或は

砂織が含有されて居り ，雨龍川及び天踏川は北海道のみならず本邦に於けるこれ等の特

蓬地として知られて居る。特に雨青白川の中流幌加内村l媛泊附近は砂白金室長地として最も

有名である。

本図備の西北隅を、流下する雨龍川及びその支流に沿 う流成中多度志村宇摩闇B謹地直，

悶隔の商fUiJに接する沼田村石田の淳，ポンポンの滞，ポンニのi斡告に於ても砂白金を護

する事が知られ，議時中は各地とも盛んに務行せられて居たが現在は休止j伏態にらる。

闘幅中の宇摩劉綾地l亙の鎖床は宮古名線多度志騨より北方約 1km の地熱以北より上流

t子:摩園陸に至る迄雨龍川本流に沿L、約 4km の閉鎖I亙が設定されて居る。本地域は昭和

19年6月雨龍鉱業開設株式曾jU止多度志鎌業所により既設が着手され，他地区に見られな

い電動力による採掘の機械化が行われEつ人員60名の能力に相賞する移動11:建型選鉱機

が使用され， 毅時中本日蛍の成療を祭げた所である。
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比車交的洗械の狭い雨静川 は多度志附;互にまってその沿岸に初めて院大な件積地を護法:

せしめ，その聞を蛇行綬苦在して居る。現存iJ床は厚さ約 70cmの砂磯暦よりなりその下部

の基盤岩は川端居に厩する7J(色j尼岩である。砂政府中のi蜘士一般にff:l日小且つ均質で，機

械採掘に最も泊して居る。砂白金の賦存は砂磯暦下層中のものと，慕盤岩上のものと各

相牛して居る。但し川が蛇行主響曲して居る部分に於てはその内似I]j?也締に含有量;の多L、傾

向がある。

本地域中より重量する砂白金は上流のI街泊附廷のものと同様に色法鮮明であるが一般に

極めて納粒で 0. 1 ~0 . 05mm を示し粉々大粒のものも著しく偏.zp..となって居る。これ主悲

砂白金の成分は他地域のものと同様にイリドスミシに蔵して居る。砂際層最下部に蓬ーす

るイリドスミンの合有量は持嘗り平均0.14瓦で持嘗り'1，-:leJ1 .0瓦を蓬する上流の!附印付

近のl伏態には遠く及ばなし、。木地域に於ける砂白金採鍛可育長面積を延長4km，巾平均

10mとすれば商積約1.8万坪で約2.7廷の辺政量を算定する事が出来る。砂白金は常に微

量の砂金を伴うもので木地直の砂鎖中に於ける砂白金と砂金との割合は 7:3である。

向地域の砂燦暦中に含まれる砂クロ F ムは1立坪平均15廷内外である。

雨龍川は石狩天騒園境の古L、安山岩地帯に源を主主して居るが中流に於て怠大な蛇紋岩

鎧の地械を貫流して居り，本地域の砂白金，砂クロ ーム等がこれ等の蛇紋岩より供給さ

れた材料による潔砂鎖床をなしたものである事は明かである。 本地被の砂白金が概して

微量なる事はその本源をなす蛇紋岩鐙より遠距関kにあるためである。

4.砂金

多度志方面の雨龍川沖積地より採l反される砂白金に常に微量の砂金を混じて居る事は

前述の如くであるが，木地主主の紳居古主主岩!雪地帯を、流れるノj、j幸中にも砂金を霊長する事が

知られて居る。諸所に砂金棒と縛せらるるものがあるのはそのためであるo 制1居古混:i~~

の東方 IkmのE還を北流する市*居古湾砂金津は大IE末期及び昭和112年に稿、今大規模に採

招され嘗時 i粒にして10数瓦のものを得たと{専えられて居る。この附近の砂金を差する

小津はし、づれも蛇紋岩に貴かれた総色片岩の地帯を流下するものが多L、。

5. 砂ク宇ム鍋鱗

砂白金鉱床の項に述べた如く，蛇紋岩地帯を流下する河川の派主主には砂白金と共に砂
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クロムを輩出する所が多く，雨龍川，天盤川及びそれ等の支流に沿っては多数の砂クロ

ム鉱床が存在して居る。特に雨龍川中流には幌加内土谷銭山の如く致時中より引きつづ

き現今もfti採掘をつづけて居る現今本多例主ーの砂クロム鏑床が存在して居る。

本図堀内には雨百匂I1の加各続くその聞に優良なる砂クロム鎌床地帯は認められず， {墓

に多民吉村宇摩皆浪士也1歪の砂白金針床中に少量含まれて居るに遁ぎなし、。他地被の砂ク

ロム鍛床中優良なるものに於ては!立坪の砂隊中に約100Eif，特殊の;場合には180妊の砂

クロムを含んで居る事が知られて居るが，本地域中のものは僅に15Eif内外で，従って砂

クロムのみを目的としての採取は行われた事がなく致時中砂白金採取の高陸物としてそ

の少量が集められて居たに過ぎなし、。

砂クロムは一般に砂燦暦の上層部には少く中部以下に滋集して居る事が多いので最下

底に存する砂白金以前に採取されるのが常である。砂鎖として輩出するクロム鍛鏑は長

径 lmm内外の黒色光洋を示す細粒で，多くの場合磨i成して梢々丸味を帯びて居るが，

その内にはE確な八函鐙を示したものも少くなL、。砂クロムは鍛石として相嘗高い品位

を示すものであるが，その品伎はt\~石中に混じて居る磁主義織の量により車道化がある。混

入する磁微鏡の量は地峡的に差異を示すもので，少きは 1~2%より多きは30%に及ん

で居る。

砂盟主をなすクロム鎖が砂白金と同様にこれと関係する河川の上流の蛇紋岩鐙に根源を

有する事は明かであるが，これ等の河川の上流に必ずしも塊クロム鍍床の存在しない事，

砂クロム微に結晶形の完全なものの多L、事等よりして，これ等砂クロム鎖石は蛇紋岩中

に遁岩鍛物として存在して居たクロム鍛銭及び磁鍛錬が岩石と共に般援し運搬堆積され

潔砂銑床となったものと信ぜられる。

6. 硫化 鏑

本地域の蛇紋岩中或はこれと結晶片岩との接続部，又はイ1レムケツプ火山下部熔岩の

袋行安山岩化した部分には少量の資産襲撃者，磁硫童豪華奈等が銑染して居る所があるが未だ見

るべきものはなく，向今後もこれ等の良好な鍛床の設見は期待出来なし、。本悶隠北方の

雨龍川沿岸の幌加内水銀山には蛇紋岩中に辰砂滋床がらり， 叉雨龍川の砂白金鎖床中に

』土佐々辰砂粒を混じて居るが，本地域の蛇紋岩中に辰砂の腔胎する ものにつし、ては未だ

知られて居なし、。
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7. 湿石耕

~1.ßl石綿は常に蛇紋岩中に肱胎する鎖物で，本道各地より其の蓬出が知られて居る。本

国幅内に於ては，その南部のオロウヱン津の蛇紋岩鐙中に極めて細し、j鼠石綿除が主主主主し

て居るのが認められるが，未だZ家行の針象になる良質のものは知られて居ない。本国幅

に隣接する雨紛，上江丹別 ， 幌加内等の各山地よりは少量ではあるが 1~2cmの除巾

を持つ硝h良質の温石綿が産出して居るので，本地域内に於ても，今後同様のものの妥

見は期待出来る。内大部川の上流新城附近は本道に於いて初めて角閃石賀石綿が王室見さ

れた所として知られて居り，これに北接する木地境内の蛇紋岩中にも同種のものが存在

するであろうが，新城附近と同様に量に於ても質に於ても稼行償{直あるものは期待出来

ない。

8.褐安

本間隔以外の地域に霊堂達する瀧川唐及びその相嘗居中には褐茨暦を爽む事が知られて

震るが， 本地域中の同暦中には部分的に少量の埋木，茨化物叉は植物化石を含むのみで

未だ良質の褐茨唐が爽在する事は知られて居なし、。

9. 石材及び工業原料

本地域から石材として切り出されたものにトロシニエム岩がある。本岩はaE注の如く

深名線悦或騨の東方2kmの地執より幌内川に沿い約4kmにわたって露出する白色乃

至友白色粗粒堅固の優白岩質岩石で，外見が梢花掲岩に似て居るので，古くよ り「雨龍

御影JI耐火花鮪石l又は「龍輝岩j等の名で、呼ばれ， 古く より建築石材として用いら

れて居るものである。 北海道工業試験場の賓験結果によれば，石材としての性質は芸大の

如くである。

熔融度 1，2000C 耐盤強度 36.125liili 吸水率 0.775%

i切のf=1万 19.4貰比重 2.625

7中塁河山の頂上部を構成する含角閃石複飯石安山岩は板状節理とこれに直交する節理

とによって煉瓦を積み重ねた援な重量~犬を示して居る。故に同所の岩石及びこれより 山麓

に鞘じた岩石は堅固な板状を示すものが多し、。未だ建築石材として用し、られた事は聞か

なし、が，運搬の使があれば或程度の用途があるものと思われる。
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本国幅の3誌に隣接する台場幽水津入口附;互には君主育色堅磁な石英片岩の採石場があり

堤防府材として佼F目されて居る。本地域内にもI買援のものがあるが量少く未だ採掘され

て居なレ。叉~t主主、する上紅丹J.l1 地械の宏、色註岩は耐火lW瓦用として少量採掘された事が

あるが，本地峡のものには童叉は質に於てこれに漉するものがなL、。叉市i居古湾附i互に

石1J(岩を産すが， 量に於て採掘の償値はなし、。

紳居古、担炭谷の洞底に隠青約、色で光淳に宮みhRかな表簡をもった岩擁が詰所に嶋石と

して存在して居る。これ等は!神居古湾石j叉は f1'1出石Jと縞されるもので乃至数

限のものは貴重なる骸賞用庭石として天然0.:%のまま， 搬出されて居る。本岩は外克蛇

紋岩に似て居るが非常に堅硬で，鏡下で除すると習字石石英片岩叉は含藍f}:.;石鈎約岩で，

特にその硬化された部分が風化分解をまぬかれ丸味を特ひgたまま土援中に存在し更に河

川中にi路落して表面が一層制磨されたものである。

超E室率性火E主岩本?に純粋の絡協岩は耐火煉瓦賄としての席詮があるが木地区のものの

殆ど全部は蛇紋岩化作用が著しく進んで唐りこれには泊さなし、。民紋岩は活衆浴戚鱗flr:
等の材彩lに利用されるが量叉は交還の黙で本土佐妓のものはr.ぞ題にならなし、。叉!l!1:紋岩中

には常に多少のilE石を伴って居るが，全~t結蓮の例に見て も良質￠銃床の有在は知られ

て居なし、故にこれも木地域中のものには期待出来なし、。

10.鏑泉

木地域内に於ける鉱泉は二つの茅統に臨して居る。 一つは紳居古海岩層*のノj、構造線

に際係し他はイルムケツプ火山に1M係するものである。雨務はE主分よも可戚りの差異を

示して居る。

市中居古湾岩居中のものは紳居古湾騨南東方600mの海抜90m附廷の総色片岩中に二，

三の湧出口を有し，旭川管林局保護所紳居斑及び技能ï~ïìl草薙に於て浴用として別F目され

ている。泉質は一般に無色透明乃至粉々混濁，無味にして硫化水素の強臭を有する。泉

温は 60C，pHは2.6で酸性銭泉に麗する。 1立1:1コに含有する固形物成分は次の如くで

ある。(車位瓦〉

CaS Na2S04 NaCl Ca(HC03h K2S04 H2S MgS04 Fe 有機物 Total 
0.23410.18350.1125 0.0ラ23 0.0431 0.0317 0.0163 tr. tr. 0.673ラ

市11居古i翠@i泉中間形物成分 (1立中〉 ぐ内務省*京市i'J'I生試験)所分析〉
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イルムケツプ火山に闘係あるものはiゆ塁河の川底に 3 ~4 ヶ所の涌出口があり一部は

鳩の湯鎖泉として技館あり浴用に供されて居る。

涌出口附廷は茨酸瓦3析を宣童生し叉般化織の沈澱甚だしく周囲の岩石は赤褐色に汚!{~さ

れて居る。又一部には王現見生槌物の破片の跡を示す鍛泉2汲i

色透胡でカかミすかにI鹸繊味を有するが無J臭急でで、ある。泉i滋滋E鼠!は90C，比重は150Cで1.001，弱い

酸性であるが煮沸すればアルカ リ性となる。 l立中に含有する固形物成分は次の如くで

ある。(皐位瓦〉

Na2C03 NaCl CaCl. MgCl2 AI2(S04h CaC03 MnO 

3.2139 1.3ラ71 0.1918 0.3119 0.3657 0.8278 0.0007 

12HB03 Si02 FeC03 Total 

tr 0.0800 0.0023 6.3517 

j中堅河鳩ρ湯銭泉中間形物成分 (1立中) (内務省東京術生試験所分析〉

同鍍泉中宇結合及び遊離のCO2は3.6336瓦でおる。ff，j銭泉沈澱物jの分析値は次の如く

である。(;iの

CaO Fe203 Na20+K20 H20 CO， 
51.60 1.58 3.16 1.16 38.91 

i中堅[河鳩の湯~~泉沈i殻物〈中村l政続分析〉
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Resume 

General features 

The Fukagawa sheet covers an area lyirrg between 430' 40' and 

430 50' N. lat.， and 1420 0〆and1420 15' E. long.. whicI1 occupies the 

western part of central Hokkaido. The area is composed mainly of 

metamorphic rocks of the Kamuikotan complex， and associated ign-

eous roとks，Tertiary strata， volcanic products and alluvial materials， 

being now restricted to limited area. 

The crystalline schists of the Kamuikotan complex with their 

associated intrusive masses form the' mountaineous region of the' 

eastern part of the area， while Neogene Tertiary strata constitute 

the western low-lands， these strata being surrounded by alluvial plain 

and provintionally penetrated by younger volcanic rocks. 

The physiographical features of the mountains and river valleys: 

in the area have been determined by the relative powers of resist-

ance of the rocks to the denuding agencies. Topographically， the 

Kamuikotan complex forms the mountaineous ridges trending in a 

longitudinal direction at an elevation of 500m. to 800m. ，while' youn-

ger strata constitute comparatively flat-topped low-lands， none rising 

to a greater height than 325m as these later rocks resist more 

feebly the agents of denudation. The features are dominated by the 

volcanic masses which rise above the Tertiary foundation. In the 

area the Ishikari and Uryu rivers flow across plains on the both 

sides of them alluvial and diluvial terraces are preserved. 

The geological history of the region is summarized as， follows: 

1) Pre-Cretaceous sedimentation and dolerite intrusions、(Formation

of the original rocks of the Kamuikotan complex). 

2) Metamorphism， ultrabasic and accompanied leucocratic intrusions 

(Cretaceous -Early Tertiary)， folding and faulting. 

3) Denudation. 



4) Miocene sedimentation. 

5) F olding and faulting， denudation. 

6) Pliocene sedimentation and basaltic extrusions. 

7) Slight folding and faulting， denudation. 

8) Pleistocene sedimentation， extrusions of the Irumkeppu-

volcanics， terrace formation. 

9) Alluvium depostion， denudation， talus and fan formation 

Age Formation 
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Kamuikotan complex 

The Kamuikotan complex is extensively distributed in b elts in 

the eastern part of the sheet， running roughly NNW -SSE. The 

prominent members of the complex in this region are green schists 

and black siliceous schists， interbedded with thin layers of reddish 

quartzite， limestone， phyllite， mylonite and schalstein. The fundame-

ntal type of the Kamuitotan complex are of somewhat crystalline 

nature and generally schistose in structure. 

The normal metamorphic members of the Kamuikotan complex 

in the area ar，εclassified as follows: 

A) Siliceous， argillo・siliceousand calcareous metamorphics 

Black quartz schist 

Sericite quartz schist 

Chlorite sericite albite quartz schist 

Hornblende quartz schist 

Quartzite 

Radiolaria-bearing cherty rock 

Black phyllite 

Mylonite 

Calcareous quartz schist 

Crystalline limestone 

B) Basic metamrophics 

Diabase schist 

Schistose schalstein 

Epidote chlorite schist 

Of these crystalline. schists， the siliceous and calcareous types 

are assumed to be derived from some siliceous， argillo-siliceous or 

calcareous sediments and the prεsence of residual graine of pyroxe-

ne or unaltered blocks of diabasic rocks. in a member of the green-

schists would appear to indicate that such rocks originated in most 

case from basic ingneous rocks and their derivatives. 
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As no organic remains except the presence of radiolarian casts 

in some cherty rocks have been found in the rocks of the Kamui-

kotan com plex， the stratigraphical position and age of the complex 

are not yet clear1y defined and are now only said to be pre・Cretac-

eous. 

In and along these crystalline schist zones， there develop num-

erous small lenses or narrow belts of ultrabasic intrusives， which 

are now represented by serpentinite， showing their long axes roug-

hiy paralIel to the regional strike of the county. It may probably 

be safely assumed the intrusion of the ultrabasic masses belongs to 

an ear1y Tertiary orogenic period， from the available facts in the 

other districts. 

It is noticeable that various interesting rocks locaIly develop 

between normal schistose rocks in the Kamuikotan complex and the 

serpentinite masses， which have attracted special attention because 

of the presence of some special soda-噌bearingsilicates， such as alb-

ite， glaucophane， crossite， riebeckite， crosidolite， aegirine-augite. In 

addition to these， some special minerals like lawsonite， garnet，zois-

ite， sphene， rutile， stilpnomelane， apatite， etc. are occationally inclu-

ded in similar rocks. 

Excellent localities for these special rocks are known at the 

area along the Kamuikotan val1ey， the Harushinai and Orowen riv司

ers in this region. The detailed mapping of shese localitites has pr-

oven that these special rocks have only a limited development in 

an area along or near a certain serpentinte mass or lens， though 

some geological and petrological differences are found IocaIly in 

them. This fact seem reasonably to indicate that these special rocks 

are a product brought about by contact metamorphic action due to 

ultrabasic intrusion and the occurrence of the special minerals in 

them， originated from pyro-metasomatism， primarily owing to the 

action of some special1y soda-rich h ydrothermal soIution derived 

from the ultrabasic intrusions. 
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Some typical examples of these special contact metasomatic 

rocks from this area may be named as follows: 

A) Siliceous schists 

Glaucophane albite Quartz schist 

Aegirine augite司bearingglaucophane albite' Quartz schist 

Riebeckite albite Quartz schist 

Garnet-bearing riebeckite albite Quartz schist 

Aegirine augite-bearing riebeckite albite Quartz schist 

Biotite hornfels 

B) Diabasic metamorphics 

Glaucophane-bearing diabase schist 

Glaucophane-bearing schistose diabase 

Glaucophane-bearing schistose schalstein 

Aegirine augite司bearingalbite diabase schist 

Aegirine augite司andglaucophane-bearing diabase schist 

Stilpnomelane-and glaucophane-bearing diabase schist 

C) Chlorite schists 

Hornblende albite chlorite schist 

Stilpnomelane chlorite schist 

Stilpnomelane-bearing albite epidote chlorite schist 

D) Amphibole schists and amphibolites 

Albite amphibole schist 

Chlorite amphibole schist 

Chlorite actinolite schist 

Amphibolite 

Glaucophane-bearing amphibolite 

Sphane-and aegirine augite-bearing amphibolite 

E) Glaucophane schists 

Chlorite albite glaucophane schist 

Stilpnomelane司bearingepidote sericite glaucophane schist 

Aegirine augite-bearing albite glaucophane schist 

Lawsonite and garnet-bearing aegirine augite glaucophane schist 
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(with pumpellyite veins). 

Neogene Tertiary 

Along the western side of the Kamuikotan complex zone， Neo-

gene Tertiary formations occupy a wide area in the region though 

the most of southern half of it is overlaid by the younger volcanics 

and the Caenozoic deposits. The formations can be stratigraphically 

classified into two cal1ed respectively the Kawabata formation and 

the Takikawa formation. 

Kawahata formation 

The Kowabata formation rests unconformably upon the funda-

mental schists of the Kamuikotan complex though locally fau1ts can 

be recognized along the boundaries between them. Between the Ka-

muikotan complex and the Kawabata formation there are Cretaceo-

us and Palaeogene beds in the neighbouring areas， but no traces of 

them have been recognisable in the area of this sheet. The small 

fault trends NW. to SE. on the north-eastern foot of the lrumkeppu 

volcano. The formation of the fracture may be of earlier date of 

the formation of the volcano. 

The Kawabata formation in the area， which belongs to the up-

per Miocene consists ofstratified sandstone， mudstone and a few 

conglomerates， all much disturbed and folded， and is subdivided 

into three members from the petrological natures in ascending ord-

er: 

A) Horoshin mudstone member: - It is composed chiefly of 

mudstone， partly of sandstone in the lower part resting uncomfor-

mably upon the Kamuikotan complex. Fossils， Pecten kuml1'αi Yoko-

yama， etc.， have been found in the sandstone at the point 100 m. 

south of Kamuikotan. The sandstone layer is intercalated with occ-

asional b，eds of loose conglomerates， espεcially in its lower part so-
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me pebbles of which have been derived from the Kamuikotan com-

plex. 

B) Horoshin sandstone and mudstoner alternation member:-

This member consists of mudstone and sandstone alternating 

in thin bands， several mm.-several cm. all of which are very much 

folded and is characterised by containing crab fossils. Calliαnα88α 

mU1叫αiNagawo and CalliαnaS8αsp・.in the nodules in sandstone. A 

part of the member is overlaid uncomformably by the strata of the 

Takikawa formation. 

C) Tadoshi black mudstone member: - It consists of black 

mudstones， underlying mostly the strata of the Takikawa formation 

and has only been traced in severaI section on river-cIiffs of the Ta-

doshi and Uryu rivers. Numerous remains of marine mollusca are 

recognisable in them. Amonogst the fossiIs proving the age to be 

upper Miocene may be mentioned: 

Solemya cfr. tokunαタcuYOlζ.oYA1IIA 

Cllltell'ns sp. aff. izwnoen8is YOKOVAMA 

]Jolocliolαsp. 

Thyasu'αbuectαvar. 1Hρρonica Y ABE et Nomura 

J11yαcww1jo1'1nis Bohm 

A1'CαamiclllαYOKOVAi¥IA 

Si1'at01・4α8¥1'αt01'iensis(0'1、UKA)

Cαrcliwn sp. 

08t1'eαg1'αvitestαYOKOYAi¥IA 

Nαt匂ajanthω8tomαDESH. 

TU?Titella 1，ω，tili1・atαSow.etc. 

Takikawa formation. 

The formation in the area is northern extension of that of the 

typical Iocality near Takikawa ・town，about 20 km. south from the 

area， and was deposited in the same condition. Tuffιceous sandsto・
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nes， mudstones and a few conglomerates， al1 of shallow-sea deposits 

comprise the formation and they belong to the upper Pliocene. They 

rest uncomformably upon the Kawabata formation and part1y are 

covered by the lrumkeppu volcanics. The strata of the formation 

have mostly a very slight dip， 5~150 to the SW. or SSW.， or lie 

near1y horizontal without any marked disturbance， thongh they are-

locally folded. 

The lower part of the formation consists chiefly of tuffaceous 

sandstone intercalating conglomerate and mudstone in which a small 

amount of carbonaceous fragments of plants Ff.lgu8 sp. etc. and lig-

nite has been found. Fossils occur in various places and include 

Pecten cfr. tα止α11αskiiYOKOYA~IA 

1l1yaα7・enαriαjαρonicαJAY

1l1acomαsp. 

The middle part of the formation， the succeeding deposit on the 

above-cited layer， is composed chief1y of sandstones with intercala-

ted the beds of conglomerates and in places of thin lignite beds. 

The rocks of the upper layer of the formation consist principa-

lly of thick beds of pyrcolastic materials rarely showing any signs 

of stratification， though bands of sandstones are occasionaly inter-

calated. 

Pleistocene 

Pleistocene deposits are widely developed in the area extending 

along the Ishikari and Uryu rivers. Alluvial material is found both 

in present streams and on the several steps of terraces <.bove stre-

am level which are accompanied by the talus and fan accumulations. 

They consists chief1y of soil， peat， c1ay， sandy c1ay， sand and gravel 

with under1ying Neogene Tertiary though pεat is absent in certain 

localities. Of gravels and pebbles of the deposits volcani c rocks are 

most abundant. The beds are horizontal， or dip very slightly to the 
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west. 

It is worthy to note that a11uvial deposits contain local1y minute 

amounts of placers of iridosmine， gold， and chromite. 

Ingeous rocks 

The serpentinites which occur as masses or lenses in and alo-

ng the Kamuikotan complex zone can roughly be classified by their 

petrographical natures into three types: massive serpentinite show-

ing mesh structure， schistose serpentinite and talcose serpentinite. 

The serpentinite masses in the area are in places accompanied with 

leucocratic rocks such as trondhjemite， diorite-aplite， etc. which 

may be genetica11y related to the ultrabasic rocks and may belong 

to a single intrusive series. 

The volcanic rocks in the area belong two periods and a11 to 

be of basic and intermediate natures: the ear1ier are the basalts 

which are believed to be of late Pliocene age and the later are the 

various andesites of the Irumkeppu volcano which were mainly po-

ured out in post-Pliocene times. 

Three basaltic domes seem to be present in the area， two ride 

above the low-land of Tertiary to a height respectively of about 

40m. and 100m. forming the sma11 hi11s in the northeastern environs 

of Fukagawa， and the other is situated on the northwest foot of the 

Irumkeppu volcano. The rocks are a11 fresh olivine-basalt but occur 

usua11y fragments and blocks which were accompanied by the thick 

detrital materials. 

On the south side of the central portion of the area， northern 

skirt of the Irumkeppu volcano covers the Neogene Tertiary forma-

tions. Two pyroxene andesitic， brown hornblende andesitic and horn-

blende-bearing two pyroxene andesitic laves， and volcanic ejecta 

are represented in this part. Many large lava flows spread over the 

volcano， but the exposures of those rocks are usua11y very bad as 



11 

they are covered by talus and fan which may possibly have accum-

lated through several times. 

Economic geology 

1n general the serpentinites in Hakkaido are not only of interest 

geologically but they are of special importance because of the asso・

ciated deposits of various kinds of usefull minerals such as chromite，. 

platimum mineral group， chrysotile asbestos， mercury， nickel， copper， 

etc. But except for some small deposits of nickel and placer iridos-

mine， no workable deposits of chromite， chrysotile， etc. have been 

known in the area， in spite of the existence of numerous Iocalities 

of serpentinite masses. 

At the Kamikawa mine near the Kamuikotan valley the nickel 

ores were mined by open-cut from 1941 to 1945. The ores from 

where are residual earthy cIayey matters derived from decomposit-

ion of the underIying serpentinite mass containing 0.3~0 . 8% nickel 

and 20-35% iron. The underlying serpentinite is partly penetrated 

by numerous veinlets of caIcite and quartz， in which a small amou-

nt of garnierite and miIIerite is found especially in the lower part 

of the residuaI cIay resting on the veined serpentinite， indicating 

that the deposits were enriched by hydrothermaI soIution. 

Placer iridosmine deposits are widely found in the areas along 

the Uryu river which runs through the large serpentinite district at 

its upper C(lurse. 1n this area， a part of the deposits is known in the 

Tadoshi district in where iridosmine grains are always found in ex-

tremely minute amount in the lowest part or on the bed-rock of the 

alIuvial deposits. 1n the deposits some quantities of placers of fine 

native gold and chromite usually occur as by-produce of base met-

al mining operations. 

With respect to chromite and chrysotiIe asbestos， though their 

modes of association with the serpentinites present no unusual fea. 
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tures， the forms and volumes of thεm are not yet ascertained at 

present. 

The trondhjemites from Horonari have furnished most of the 

building stones in the past. Fragments of lignite have been obtai-

ned from the middle and lower parts of thεTakikawa formation， 

but no workable lignite seams are known in this area. 

Two mineral springs are known in the area. one is located near 

Kamuikotan and is apparently connected with the faults affecting 

the Kamuikotan complex， and the other occurs in the district of the 

Irumkeppu volcanics. 
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